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安全のために

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使
いかたをすると、火災や感電などにより人身事
故になることがあり危険です。事故を防ぐため
に次のことを必ずお守りください。

m

6 ～ 8 ページの注意事項をよくお読みくださ
い。製品全般の注意事項が記載されています。
3 ページの「使用上のご注意」もあわせてお読
みください。

設置時や 1 年に 1 度は、電源コードに傷みがな
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりが
たまっていないか、プラグがしっかり差し込ま
れているか、などを点検してください。

動作がおかしくなったり、キャビネットや電源
コードなどが破損しているのに気づいたら、す
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口に
修理をご依頼ください。

安全のための注意事項を守る

定期的に点検する

故障したら使わない

万一、異常が起きたら

,

1 電源を切る

2 電源プラグをコン

セントから抜く

3 お買い上げ店また

はソニーサービス
窓口に修理を依頼
する

変な音・においが
したら、
煙が出たら
警告表示の意味
取扱説明書および製品では、

次のような表示をしていま

す。表示の内容をよく理解

してから本文をお読みくだ

さい。

この表示の注意事項を守ら

ないと、火災・感電などに

より死亡や大けがなど人身

事故の原因となります。

この表示の注意事項を守ら

ないと、感電やその他の事

故によりけがをしたり周辺

の家財に損害を与えたりす

ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号
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使用上のご注意
設置について
次のような場所には置かないでください。

• 湿気の多い所、風通しの悪い所。

• 直射日光が当たる所、温度が高い所。

• 極端に寒い所。

• チューナーやテレビ、ビデオデッキと

いっしょに使用するとき、近くに置くと、

雑音が入ったり、映像が乱れたりするこ

とがあります。その場合は離して使用し

てください。特に室内アンテナのときに

起こりやすいので屋外アンテナの使用を

おすすめします。

また、本機の上に花瓶など水の入った容

器を置いたり、水のかかる場所で使用し

ないでください。本機に水がかかると故

障の原因となります。

設置場所を変えるときは
ディスクを入れたまま、本機を動かさない

でください。

ディスクを入れたまま動かすと、ディスク

を傷めることがあります。

音量を調整するときは
ディスクはレコードと比べ、非常に雑音が

少なくなっています。レコードをかけると

きのように音声の入っていない部分の雑音

を聞きながら音量を調整すると、思わぬ大

きな音が出て、スピーカーを破損するおそ

れがあります。

演奏を始める前には、音量を必ず小さくし

ておきましょう。

ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽しみにな

るときは、隣近所に迷惑がかか

らないような音量でお聞きくだ

さい。特に、夜は小さめな音で

も周囲にはよく通るものです。

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になる

などお互いに心を配り、快い生活環境を守

りましょう。このマークは音のエチケット

のシンボルマークです。

結露について
部屋の暖房を入れた直後など、内部のレン

ズに水滴がつくことがあります。これを結

露といいます。このときは、正常に動作し

ないばかりでなく、ディスクや部品を傷め

ることがあります。本機を使わないとき

は、ディスクを取り出しておいてくださ

い。

結露が生じたときは、ディスクを取り出し

て、電源を入れたまま約 30 分放置し、再

び電源を入れ直してからお使いください。

もし何時間たっても正常に動作しないとき

は、ソニーサービス窓口にご相談くださ

い。

本体のお手入れのしかた
キャビネットやパネル面の汚れは、中性洗

剤を少し含ませた柔らかい布で拭いてくだ

さい。シンナーやベンジン、アルコールな

どは表面を傷めますので使わないでくださ

い。

クリーニングディスクについて
市販のレンズ用のクリーニングディスク

は、本機では使わないでください。故障す

るおそれがあります。

CD/DVD プレーヤーは、コンセントの近

くでお使いください。本機をご使用中、

不具合が生じた時はすぐにコンセントか

らプラグを抜き、電源を遮断してくださ

い。

残像現象（画像の焼きつき）のご注意
ディスクのメニューや本機のメニュー画

面などの静止画をテレビ画面に表示した

まま長時間放置しないでください。画面

に残像現象（画像の焼きつき）を起こす

場合があります。特にプロジェクション

テレビでは残像現象（画像の焼きつき）

が起こりやすいのでご注意ください。
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警告・注意

下記の注意事項を守らないと火災・
感電により死亡や大けがの原因とな
ります。
電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因と
なります。
• 製品と壁や棚との間にはさみ込んだりしない。
• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
• 熱器具に近づけない。加

熱しない。

• 移動させるときは、電源
プラグを抜く。

• 電源コードを抜くときは、
必ずプラグを持って抜く。

, 万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店
またはソニーサービス窓口に交換をご依頼く
ださい。

湿気やほこりの多い場所や、油煙
や湯気のあたる場所には置かない
上記のような場所に置く
と、火災や感電の原因と
なることがあります。特
に風呂場や加湿器のそば
などでは絶対に使用しな
いでください。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。
, 万一、水や異物が

入ったときは、すぐ
に本体の電源ボタン
を切り、電源プラグ
をコンセントから抜

き、お買い上げ店ま
たはソニーサービス窓口にご相談ください。

キャビネットを開けたり、分解や
改造をしない
火災や感電、けがの原因
となることがあります。
, 内部の点検や修理は

お買い上げ店または
ソニーサービス窓口

にご依頼ください。

雷が鳴りだしたら、本体や電源プ
ラグに触れない
感電の原因となります。

本機は国内専用です
交流 100V の電源
でお使いくださ
い。海外などで、
異なる電源電圧で
使用すると、火
災・感電の原因と

なります。
また、コンセントの定格を越えて使用しないで
ください。



警告・注意

下記の注意事項を守らないとけがを
したり周辺の家財に損害を与えた
りすることがあります。
ぬれた手で電源プラグにさわらな
い
感電の原因となるこ
とがあります。

風通しの悪い所に置いたり、通風
孔をふさいだりしない
布をかけたり、毛足の長
いじゅうたんや布団の上
または壁や家具に密接し
て置いて、通風孔をふさ
ぐなど、自然放熱の妨げになるようなことはし
ないでください。過熱して火災や感電の原因と
なることがあります。

大音量で長時間つづけて聞かない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけ
て聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあり
ます。特にヘッドホンで聞くときにご注意くだ
さい。
, 呼びかけられたら気が

つくくらいの音量で聞
きましょう。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、
製品が落ちてけがの原因となることがあります。
また、置き場所、取り付け場所の強度も充分に

確認してください。

トレイの前に物を置かない
ディスクトレイが開く際
に、物が倒れて破損やけが

の原因となることがありま
す。本体の前に物を置かな
いでください。

幼児の手の届かない場所に置く
ディスクの挿入口など
に手をはさまれ、けが
の原因となることがあ
ります。お子さまがさ

わらぬようにご注意く
ださい。

コード類は正しく配置する
電源コードや AV ケーブルは足にひっかけると機
器の落下や転倒などにより、けがの原因となる
ことがあります。充分に注意して接続、配置し
てください。

移動させるとき、長期間使わない
ときは、電源プラグを抜く
長期間使用しないときは安全のため電源プラグ
をコンセントから抜いてください。絶縁劣化、

漏電などにより火災の原因となることがありま
す。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、
感電の原因となることがあります。

ひび割れ、変形したディスクや補
修したディスクを再生しない
本体内部でディスクが破
損し、けがの原因となる
ことがあります。
7
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電池についての安全上
のご注意
液漏れ・破裂・発熱による大けがや
失明を避けるため、下記の注意事項
を必ずお守りください。
アルカリ電池の液が漏れたときは
素手で液をさわらない
アルカリ電池の
液が目に入った

り、身体や衣服
につくと、失明
やけが、皮膚の
炎症の原因とな
ることがあります。そのときに異常がなくても、
液の化学変化により、時間がたってから症状が
現れることがあります。

必ず次の処理をする
, 液が目に入ったと

きは、目をこすら
ず、すぐに水道水
などのきれいな水
で充分洗い、ただ
ちに医師の治療を

受けてください。
, 液が身体や衣服についたときは、すぐにきれ

いな水で充分洗い流してください。皮膚の炎
症やけがの症状があるときは、医師に相談し
てください。

電池は乳幼児の手の届かない所に
置く
電池は飲み込むと、窒息や胃などへの障害の原

因となることがあります。
, 万一、飲み込んだと

きは、ただちに医師
に相談してください。

電池を火の中に入れない、加熱・
分解・改造・充電しない、水でぬ
らさない
破裂したり、液が

漏れたりして、け
がややけどの原因
となることがあり
ます。

指定以外の電池を使わない、新し
い電池と使用した電池または種類
の違う電池を混ぜて使わない
電池の性能の違いにより、破裂したり、液が漏
れたりして、けがややけどの原因となることが

あります。
, 電池の品番を確かめ、お使いください。

＋と－の向きを正しく入れる
＋と－を逆に入れると、ショートして電池が発
熱や破裂をしたり、液が漏れたりして、けがや
やけどの原因となることがあります。
, 機器の表示に合わせて、正しく入れてくださ

い。

使い切ったときや、長時間使用し
ないときは、電池を取り出す
電池を入れたままにしておくと、過放電により
液が漏れ、けがややけどの原因となることがあ

ります。



この取扱説明書の使
いかた
• この取扱説明書では、リモコンのボタン

を使った操作説明を主体にしています。

リモコンと同じなまえの本体のボタンも

同じように使えます。

• DVD ビデオ、DVD-R、DVD-RW、

DVD+R、DVD+RW を総称して「DVD」

と表現することもあります。

• この取扱説明書では、次の記号を使って

います。

* MPEG
エムペグ

 1 Audio Layer 3：MPEG によって規
定された音声のデジタル圧縮規格のひとつ。

再生できるディスク
について

「DVD VIDEO」、「DVD-RW」のロゴは商標です。

地域番号（リージョンコード）
について

著作権保護を目的に設けられた制度です。

DVD ビデオのパッケージには販売地域に

よって、地域番号が表示されています。

地域番号に「ALL」または「2」が含まれ

ているときは、本機で再生可能です。

再生できないディスクについ
て

本機では次のディスクなどを再生すること

はできません。

• CD-ROM（フォト CD を含む）/CD-R/

CD-RW

ただし、以下のフォーマットで記録した

ディスクは再生できます。

-音楽用フォーマット

-ビデオ CD フォーマット

-ISO9660* レベル 1/ レベル 2/Joliet 準

拠の MP3

• CD-EXTRA のデータ部分

• DVD-ROM

• DVD オーディオ
* 国際標準化機構（ISO）が制定した CD-ROM

の論理フォーマット。

次のようなディスクも再生できません。

• 本機では再生できない地域番号（リー

ジョンコード）の DVD ビデオ

• NTSC、PAL 以外のカラーテレビ方式

（SECAM）対応のディスク

記号 意味

DVD ビデオ /DVD-R/DVD-
RW（ビデオモード）、
DVD+R/DVD+RW で使え
る機能

DVD-RW（VR モード）で
使える機能

ビデオ CD/ ビデオ CD
フォーマットの CD-R/CD-
RW で使える機能

スーパーオーディオ CD
（Super Audio CD）で使え
る機能

音楽用 CD/ 音楽用 CD
フォーマットの CD-R/CD-
RW で使える機能

CD-ROM/CD-R/CD-RW

の MP3
エムピースリー

* 音声で使える機能

ディスクの種類

DVD ビデオ
（96 ページ）

DVD-RW
（96 ページ）

ディスクの種類

スーパー
オーディオ
CD

ビデオ CD

音楽用 CD

ALL

, 次のページへつづく
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（本機が NTSC、PAL カラーテレビ方式
対応のため）

• 円形以外の特殊な形状（カード型、ハー
ト型など）をしたディスク

• 紙やシールの貼られたディスク
• セロハンテープやレンタルディスクのラ

ベルなどの糊がはみ出したり、はがした
痕のあるディスク

ご注意

CD-R/CD-RW/DVD-R/DVD-RW/DVD+R/
DVD+RW 再生時のご注意
CD-R/CD-RW/DVD-R/DVD-RW/DVD+R/
DVD+RW ドライブで記録されたディスクには、
傷や汚れ、また記録状態が原因で再生できない
ものがあります。全ての記録終了時に終了情報
を記録するファイナライズ作業をしていない
ディスクは再生できません。また、CPRM* 対応
の DVD-RW ディスクに一世代のみ録画すること
を許可された映像を記録した部分は「著作権
データで制限があります」と画面に表示され、
再生できません。詳しくは、レコーダーの取扱
説明書をお読みください。
パケットライト方式で作成されたディスクは再
生できません。
CD 再生時のご注意
本製品は、コンパクトディスク（CD）規格に準
拠した音楽ディスクの再生を前提として、設計
されています。最近、いくつかのレコード会社
より著作権保護を目的とした技術が搭載された
音楽ディスクが販売されていますが、これらの
中には CD 規格に準拠していないものがあり、
本製品で再生できない場合があります。
* CPRM（Content Protection for Recordable 

Media）とは、著作権を保護する為に、映像素
材を暗号化する技術です。

DVD、ビデオ CD 再生操作に
ついて

DVD、ビデオ CD はソフト制作者の意図
により再生状態が決められていることがあ
ります。本機ではソフト制作者が意図した
ディスク内容にしたがって再生を行うた
め、操作したとおりに機能が働かない場合
があります。再生するディスクに付属の説
明書も必ずご覧ください。

著作権について

本製品は、著作権保護技術を採用してお
り、マクロビジョン社およびその他の著作
権利者が保有する米国特許およびその他の
知的財産権によって保護されています。こ
の著作権保護技術の使用は、マクロビジョ
ン社の許可が必要で、また、マクロビジョ
ン社の特別な許可がない限り家庭用および
その他の一部の観賞用の使用に制限されて
います。分解したり、改造することも禁じ
られています。

ディスクの取り扱い
上のご注意
• 再生面に手を触れないように持ちます。

• 直射日光が当たるところなど温度の高い

所、湿度の高い所には置かないでくださ

い。

• ケースに入れて保存してください。

• 指紋やほこりによるディスクの汚れは、

映像の乱れや音質低下の原因になります。

いつもきれいにしておきましょう。

• 柔らかい布でディスクの中心から外の方

向へ軽く拭きます。汚れがひどいときは、

水で少し湿らせた柔らかい布で拭いた後、

さらに乾いた布で水気を拭き取ってくだ

さい。

• ベンジンやレコードクリーナー、静電気

防止剤などは、ディスクを傷めることが

ありますので、使わないでください。



各部のなまえ
詳しい説明は（　）内のページをご覧ください。

本体前面

A ?/1（電源）ボタン / ランプ（37）

電源が入っているときは緑に点灯し、

スタンバイモード（待機状態）のとき

は赤く点灯します。

B MULTI
マルチ

 CHANNEL
チャンネル

ランプ

次の場合に点灯します。

ーマルチチャンネル音声を再生してい
るとき

ーディスクが入っていないとき

C ディスクトレイ（37）

D A（開 / 閉）ボタン（37）

E ./>（前 / 次）つまみ（38）

F x（停止）ボタン（38）

G X（一時停止）ボタン（38）

H H（再生）ボタン（37）

I FL OFF
オフ

ランプ（12）

J VIDEO
ビデオ

 OFF
オフ

ランプ（37）

K 表示窓（12）

L SUPER
スーパー

 AUDIO
オーディオ

 CD ランプ

次の場合に点灯します。

ースーパーオーディオ CD の HD レイ
ヤーを再生しているとき

ーディスクが入っていないとき

M （リモコン受光部）（19）

, 次のページへつづく
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本体の表示窓

DVD ビデオ /DVD-RW 再生中

ビデオ CD の PBC（Playback
プレイバック

 Control
コントロール

）再生中（44）

スーパーオーディオ CD/CD/ データ CD（MP3 音声）再生中 / ビデオ CD 再

生中（PBC 以外）

* スーパーオーディオ CD の HD レイヤーを再生
しているときは、ディスク表示は出ません。

表示窓の表示を消すには
スクロールキーを使って「FL ON/OFF」

を選び、リモコンを本機に向けてスクロー

ルキーを押します。表示を消すと、本体の

FL OFF ランプが点灯します。

z ヒント
設定画面の「視聴設定」で表示窓の明るさを調
節できます（82 ページ）。

Digital TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC
MULTIPROGRESSIVE

REPEAT 1
SHUFFLE PGM A–B

経過時間表示（57）

ディスク表示

現在の音声方式
（60）

アングルを切り換えら
れるときに点灯（63）

再生状態

現在の音声方式（60）

現在のタイトルまたは
チャプター（57）

再生モード
（47）

プログレッシブ信号出力時に点灯
NTSC 方式のビデオ信号
出力時に点灯

Digital TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC
MULTI

REPEAT 1MPEG
SHUFFLE PGM A–B

PROGRESSIVE

ディスク表示

経過時間表示（57）

再生状態

再生モード（47）
現在のシーン（57）

プログレッシブ信号出力時に点灯
NTSC 方式のビデオ信号
出力時に点灯

Digital TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC
MULTI

REPEAT 1MP3
SHUFFLE PGM A–B

PROGRESSIVE

ディスク表示 *

MP3 音声再生時に
点灯（45）

経過時間表示（57）

再生状態

再生モード
（47） 現在のトラックまたは

インデックス（57）

スーパーオーディオ CD
のマルチチャンネルのエ
リアを再生時に点灯

プログレッシブ信号出力時に点灯

NTSC 方式のビデオ信号出力時に点灯



本体裏面

A DIGITAL
デジタル

 OUT
アウト

 COAXIAL
コアキシャル

（音声デジタ

ル出力（同軸））端子（29）（30）

（31）

B DIGITAL
デジタル

 OUT
アウト

 OPTICAL
オプチカル

（音声デジタ

ル出力（光））端子（29）（30）（31）

C CONTROL
コントロール

 S
エス

 IN
イン

（コントロール S 入

力）端子（25）

D AUDIO
オーディオ

 OUT
アウト

 L/R（1、2）（音声出力）

端子（21）（28）（29）（30）

E 5.1CH OUTPUT
アウトプット

端子（31）

F AC IN
イン

端子（19）

G COMMAND
コマンド

 MODE
モード

スイッチ（19）

H COMPONENT
コンポーネント

 VIDEO
ビデオ

 OUT
アウト

 D1/D2 

（コンポーネント 映像出力）端子

（23）

I COMPONENT
コンポーネント

 VIDEO
ビデオ

 OUT
アウト

/SCAN
スキャン

 

SELECT
セレクト

 スイッチ（81）

J COMPONENT
コンポーネント

 VIDEO
ビデオ

 OUT
アウト

 Y、PB/

CB、PR/CR（コンポーネント映像出

力）端子（23）

K S
エス

1 VIDEO
ビデオ

 OUT
アウト

（1、2）（S1 映像出

力） 端子（23）

L VIDEO
ビデオ

 OUT
アウト

（1、2）（映像出力）端子

（21）（23）

CONTROL S

IN

SELECTABLE

INTERLACE

PROGRESSIVE

D1/D2SCAN SELECT

COMPONENT VIDEO OUT

PR/CRPB/CBY

5.1CH OUTPUT
FRONT REAR CENTER

WOOFER

L

R

AUDIO OUT
1 2

L

R

S1 VIDEO
OUT

1

2

VIDEO
OUT

1

2

1 2
COMMAND MODE

3

COAXIAL OPTICAL

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

, 次のページへつづく
 13



14
リモコン
A TV/DVD スイッチ（75）

B Z 開 / 閉ボタン（38）

C 液晶表示（15）

D プログラムボタン（47）

E ビデオコントロールボタン（65）

F / サーチボタン（39）

G . 前 /> 次ボタン（38）

H H 再生ボタン *（37）

I ピクチャーナビボタン（53）

J クリックシャトル（39）

K 画面表示ボタン（16）

L トップメニューボタン（41）

M 数字ボタン *（41）

N クリアボタン（47）

O サーチモードボタン（52）

P ピクチャーメモリーボタン（81）

Q 電源ボタン（37）

R スクロールキー（15）

S A-B ボタン（51）

T ブックマークボタン（54）

U リプレイボタン（38）

V x 停止ボタン（38）

W X 一時停止ボタン（38）

X ジョグボタン（39）

Y 決定ボタン（33）

Z C/X/x/c ボタン（41）

wj O リターンボタン（38）

wk メニューボタン（41）

wl チャンネル +/- ボタン *（75）

e; 音量 +/- ボタン *（75）

ea 決定ボタン（wg と同じ働きをします）

es ワイド切換ボタン（75）

ed リモコンモードスイッチ

（DVD 1、2、3）（19）

ef 入力切換ボタン（75）

* 凸点（突起）が付いています（数字ボタンは

「5」のみ、音量ボタン、チャンネルボタンは
「+」のみ）。操作の目印としてお使いください。



リモコンの液晶表示の使いかた
リモコンの液晶表示とスクロールキーを使って、字幕切替や音声切替などいくつかの項目

をかんたんに設定することができます。

液晶表示とスクロールキーを操作する

1 スクロールキーを上下に動かして設定する項目を選ぶ。
液晶表示では以下の項目を設定することができます。スクロールキーを上下に動かす

と項目が変わります。上下どちらかに倒し続けると、そのままスクロールします。各

項目の詳しい説明は（　）内のページをご覧ください。

2 リモコンの先端部を本機のリモコン受光部 に向けて、液晶表示に が表
示されるようにスクロールキー（「PUSH」と書かれている部分）を押す。
選んだ項目が、リモコンの液晶に表示されている間に押します。本機がリモコンの信

号を受信して選んだ項目の設定値が切り換わります。項目によってはスクロールキー

を繰り返して押して操作する場合もあります。

例：「アングル」を選んだとき

スクロールキー

液晶表示

TIME/TEXT（56 ページ）

AUDIO（60 ページ）

SUBTITLE（64 ページ）

ANGLE（63 ページ）

SURROUND（61 ページ）

FL ON/OFF（12 ページ）VIDEO OFF（37 ページ）

MULTI/2CH（43 ページ）

SACD*/CD（43 ページ）

REPEAT（50 ページ）

SHUFFLE（49 ページ）

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

y y

T t

* スーパーオーディオ CD

2

選択された項目のアイコン

選んでいる設定項目
15
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コントロールメニュー画面の使いかた
コントロールメニューを使って、いろいろな機能の設定をしたり、情報を見たりすること

ができます。表示される項目はディスクの種類によって変わります。

例：DVD ビデオ再生時のコントロールメニュー画面 1

* ビデオ CD（PBC 再生時）のときはシーン、ビ

デオ CD/CD のときはトラック、データ CD の
ときはアルバムが表示されます。

**ビデオ CD/CD のときはインデックス、データ

CD のときはトラックが表示されます。

コントロールメニュー画面で操作する

1 画面表示ボタンを押す。
コントロールメニュー画面が表示されます。繰り返して押すと、画面が以下のように

切り換わります。

2 X/x で設定したい項目を選び、ENTER を押す。
選択したコントロールメニュー画面項目の設定項目が表示されます。

3 X/x で設定項目を選び、ENTER を押す。

z ヒント
コントロールメニュー画面の「アドバンスト」で「消」を選ぶと（58 ページ）、アドバンスト表示は表

示されません。

1 8 ( 3 4 )
1 2 ( 2 7 )

T       1 : 3 2 : 5 5
DVD 

2:
3:

1:

1:

現在のチャプター **

経過時間

チャプター ** の総数

現在のタイトル *

設定項目

選んでいる設定項目

タイトル * の総数
再生状態

（N 再生、
X 一時停止、
x 停止など）

選択された項目名

操作メッセージ

選択された項目

コントロール

メニュー画面

項目
ディスク表示

コントロールメニュー画面 1
m

コントロールメニュー画面 2（DVD/ ビデオ CD のみ）
m

アドバンスト表示 (DVD のみ、58 ページ参照）
m

コントロールメニュー画面　切

,



コントロールメニュー画面項目一覧
各項目の詳しい説明は、（　）内のページをご覧ください。

項目 項目名・機能・対応するディスク

タイトル（52 ページ）/ シーン（52 ページ）/ トラック（52 ページ）
再生するタイトルやシーン、トラックを選びます。

チャプター（52 ページ）/ インデックス（52 ページ）
再生するチャプターやインデックスを選びます。

アルバム（45 ページ）
再生するアルバムを選びます。

トラック（52 ページ）
再生するトラックを選びます。

インデックス（52 ページ）
再生するインデックスを選びます。

オリジナル / プレイリスト（42 ページ）
再生するタイトルの種類を選びます。

時間 / テキスト（56 ページ）

時間 / メモ（69 ページ）
経過時間および残り時間を調べます。
タイムコードを入力して映像や曲を探します。
DVD テキスト、スーパーオーディオ CD テキストや CD テキスト、データ CD の
トラック名を表示します。
ディスクに名前を付けたり、保存されたメモを表示します。

マルチ /2CH（43 ページ）
スーパーオーディオ CD の再生エリアを切り換えます。

音声（60 ページ）
音声を切り換えます。

字幕（64 ページ）
字幕を表示します。
字幕の言語を切り換えます。

アングル（63 ページ）
アングルを切り換えます。

サラウンド（61 ページ）
サラウンドの設定をします。

アドバンスト（58 ページ）
再生中のディスクの情報（ビットレートやレイヤー）を見ます。

視聴制限（70 ページ）
本機での再生を禁止する設定をします。

, 次のページへつづく
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z ヒント
「切」以外を選んでいるとき、コントロールメ
ニューアイコンが緑に点灯します。

 t  （「サラウンド」、「プロ
グラム」、「シャッフル」、「リピート」、「A-B リ
ピート」のみ）。「アングル」では、アングルを
切り換えられるときに、アイコンが緑に点灯し
ます。「ビデオコントロール」では、「スタン

ダード」以外を選んでいるときに、アイコンが
緑に点灯します。「ピクチャーナビゲーション」
では、ブックマークが登録されているときに、
アイコンが緑に点灯します。

設定（78 ページ）
クイック設定（33 ページ）
簡易設定をします。
DVD 再生時の字幕言語やメニューの表示言語や画像、音声の出力、使っているス
ピーカーの大きさについて設定します。
カスタム設定（78 ページ）
簡易設定の項目に加え、さまざまな設定をします。
リセット

「設定」での設定内容をお買い上げ時の設定に戻します。

プログラム（47 ページ）
タイトルやチャプター、トラックを選んで好きな順に再生します。

シャッフル（49 ページ）
タイトルやチャプター、トラックをランダム（無作為）な順番で再生します。

リピート（50 ページ）
ディスク全体（全タイトル / 全トラック / 全アルバム）または 1 つのチャプター /
トラック / アルバムだけを繰り返し再生します。

A-B リピート（51 ページ）
再生したい部分を指定して、繰り返し再生します。

ビデオコントロール（65 ページ）
本機からの映像信号を調整します。見たいプログラムに合った設定を選びます。
あるいは色調や明るさ、その他について個別に詳しく設定できます。

ピクチャーナビゲーション（53 ページ）
画面を 9 分割して画像を表示し、見たいシーンを探します。
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ここだけ読んでも使えます

はじめに
ここでは、テレビにつないでディスクを再

生するまでの、最低限必要な接続や設定、

操作について説明します。本機の性能を充

分にお楽しみになるには「接続と準備」

（23 ページ）以降をご覧ください。

ご注意

• 映像入力端子のないテレビに接続することはで
きません。

• コンセントから本機および接続する機器のプラ
グを抜いてから接続してください。

手順 1：付属品を確
認する
次の付属品がそろっているかを確認してく

ださい。

• 電源コード（1）

• 映像音声コード（ピンプラグ× 3 y ピン

プラグ× 3） （1）

• リモコン（1）

• 単 3 形乾電池（R6） （2）

• ソニーご相談窓口のご案内 （1）

• 保証書 （1）

付属品がそろっていないときは、お買い上

げ店またはソニーサービス窓口にご連絡く

ださい。

電源コードを接続する

付属の電源コードを本体後面の AC IN 端

子に接続します。

手順 2：リモコンの
準備をする
3 と # の向きをリモコンの表示に合わせ

て、単 3 形乾電池（R6、付属）2 個を入

れてください。

本機を操作するときは、本機のリモコン受

光部  にリモコンを向けて操作してくだ

さい。

ご注意

• 乾電池の使いかたを誤ると、液漏れや破裂のお
それがあります。
次のことを必ず守ってください。
ー 新しい乾電池と使った乾電池、または種類

の違う乾電池を混ぜて使わないでください。

ー 乾電池は充電しないでください。
ー 長い間リモコンを使わないときは、乾電池

を取り出してください。
ー 液漏れしたときは、電池入れについた液を

よく拭き取ってから新しい乾電池を入れて
ください。

• リモコンを使うときは、リモコン受光部  に
直射日光や照明器具などの強い光が当たらない

ようにご注意ください。リモコンで操作できな
いことがあります。

２台以上のソニー DVD プ
レーヤーをお持ちのときは

付属のリモコンに他の DVD プレーヤーが

反応するときは、本機と付属のリモコンに

他の DVD プレーヤーと違うリモコンモー

ドを設定してください。

本機はお買い上げ時に「DVD1」に設定さ

れています。

, 次のページへつづく
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1 リモコンのリモコンモードスイッ
チを切り換えて、リモコンモード
を選ぶ。
他の DVD プレーヤーと違う設定にし

ます。

例えば他の DVD プレーヤーが本機の

付属リモコン（DVD 1）に反応すると

きは、DVD 2 または DVD 3 に設定し

ます。

2 本体後面の COMMAND MODE
スイッチを切り替えて、リモコン
のリモコンモードに合わせる。

リモコンモード
スイッチ
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手順 3：テレビとつなぐ
1 ～ 3 の順で、付属の映像音声コードや電源コードをつなぎます。電源コードは最後に

つないでください。

従来の 4:3 画面テレビとつなぐとき
再生するディスクによっては、画像がご希

望の形に表示されないことがあります。表

示画像を切り換えるには 80 ページをご覧

ください。

プログレッシブ方式に対応したテレビ

とつなぐとき（NTSC のみ）
COMPONENT VIDEO OUT（525p）の

Y、PB/CB、PR/CR または D1/D2 端子

（525p）につないでください。23 ページ

の C または D の接続をして、クイック設

定をしてください

（33 ページ）。

z ヒント
モノラルテレビと接続するときは、別売りのス
テレオ・モノラル変換コードを使います。本機
の VIDEO OUT 1 または 2 端子とテレビの映像
入力端子をつなぎ、本機の AUDIO OUT L/R 1
または 2 端子とテレビの音声入力端子をつなぎ
ます。

CONTROL S

IN

SELECTABLE

INTERLACE

PROGRESSIVE

D1/D2SCAN SELECT

COMPONENT VIDEO OUT

PR/CRPB/CBY

5.1CH OUTPUT
FRONT REAR CENTER

WOOFER

L

R

AUDIO OUT
1 2

L

R

S1 VIDEO
OUT

2

1

VIDEO
OUT

2

1

1 2
COMMAND MODE

3

COAXIAL OPTICAL

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

AUDIO OUT
1 2

L

R

VIDEO
OUT

2

1

VIDEO

L

AUDIO

R

INPUT

3電源コンセントへ
つなぐ

1 映像音声コード
をつなぐ

CD/DVD プレーヤー

テレビ

2電源コンセントへ
つなぐ

映像入力端子へ

音声入力端子へ
VIDEO OUT 1
または 2 端子
へ

l：信号の流れ

映像音声コード
（付属）

AUDIO OUT 
L/R 1 または
2 端子へ

（黄）

（白）

（赤）
21
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手順 4：ディスクを再生する

Aテレビの電源を入れる。

B ?/1（電源）ボタンを押す。

C本機の画像が映るように、テ

レビの入力を切り換える。

D本体のAを押してディスクトレ

イを開ける。

Eディスクを置く。
再生したい面を下にして置きます。

FH を押す。
ディスクトレイが閉まり、再生が始ま

ります。

手順 6 の後に
ディスクによっては、テレビ画面にメ

ニューが表示されることがあります。その

ときは表示されたメニュー画面（選択画

面）にしたがって、操作をして再生しま

す。DVD ビデオは 41 ページ、ビデオ CD

は 44 ページをご覧ください。

再生を止めるには
x を押します。

ディスクを取り出すには
A を押します。

電源を切るには
?/1（電源）ボタンを押します。本機はス

タンバイモードになり、?/1 ランプが赤く

点灯します。

再生したい面を下に
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接続と準備

接続と準備について
手順 1 ～ 4 に従って、接続とクイック設定をします。

機器の電源は、接続する前に必ず切ってください。また、付属品を確認し、リモコンに電

池を入れておきます（19 ページ）。

ご注意

• ノイズや雑音の原因となるのでプラグは端子にしっかりと差し込んでください。
• 接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

手順 1：映像コードをつなぐ
CD/DVD プレーヤーとテレビやモニター、プロジェクター、AV アンプなどを映像コード

でつなぎます。お手持ちの機器の入力端子によって、A ～ D の 4 種類のつなぎかたから

1 つ選んで、接続します。プログレッシブ（525p）方式に対応したテレビ等に接続して、

プログレッシブ映像をお楽しみになる場合は C または D の接続をしてください。

, 次のページへつづく
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CONTROL S

IN

SELECTABLE

INTERLACE

PROGRESSIVE

D1/D2SCAN SELECT

COMPONENT VIDEO OUT

PR/CRPB/CBY

5.1CH OUTPUT
FRONT REAR CENTER

WOOFER

L

R

AUDIO OUT
1 2

L

R

S1 VIDEO
OUT

2

1

VIDEO
OUT

2

1

1 2
COMMAND MODE

3

COAXIAL OPTICAL

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

B

A C

CONTROL S

D

PR/CR

PB/CB

Y

CD/DVD
プレーヤー

テレビ / プロジェクター /
AV アンプ

テレビ

テレビ / プロジェク
ター /AV アンプ

S 映像コード
（別売り）

映像音声コード
（付属）

（黄）

l：信号の流れ

CONTROL S IN へ
（25 ページ）

VIDEO OUT 1 または 2 へ

コンポーネント
映像コード

（別売り）

COMPONENT VIDEO OUT 
D1/D2 へ

テレビ / プロジェク
ター /AV アンプ

COMPONENT VIDEO OUT 
Y、PB/CB、PR/CR へ

D 端子ケーブル
（別売り）

（緑）

コントロール S 端子
のある映像機器

（青） （赤）

S1 VIDEO OUT 
1 または 2 へ

（緑）

（青）

（赤）
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A 映像入力端子のある機器とつなぐ

映像音声コード（付属）の黄プラグを、黄（映像）端子につなぎます。標準的な映像が楽

しめます。

赤プラグと白プラグは音声入力端子とつなぐとき（28 ページ）に使います（テレビのみ

とつないで映像を出力する場合）。

B S 映像入力端子のある機器とつなぐ

S 映像コード（別売り）を使ってつなぎます。よりきれいな映像が楽しめます。

C コンポーネント映像（Y、PB/CB、PR/CR）入力端子のある機器と
つなぐ

コンポーネント映像コード（別売り）、または映像コード（別売り）の同じ種類で同じ長

さのものを 3 本使ってつなぎます。輝度（Y）、色差（PB/CB、PR/CR）信号それぞれ独立

して出力されるので、映像の本来の色を忠実に再現します。プログレッシブ（525p）方

式に対応したテレビとこの接続をしたとき、「画面設定」の「コンポーネント出力」を

「プログレッシブ」に設定してください。

D D 映像入力端子のあるテレビとつなぐ

D 端子ケーブル（別売り）を使ってつなぎます。ケーブル 1 本で簡単にコンポーネント映

像で接続でき、映像本来の色を忠実に再現します。本機は D2 映像信号まで対応していま

す。プログレッシブ（525p）方式に対応したテレビとこの接続をしたとき、「画面設定」

の「コンポーネント出力」を「プログレッシブ」に設定してください。

音声を出力するには、別に音声コードをつなぎます。

z ヒント
コントロール S 端子のある映像機器につなぐと、つないだ他機から本機を制御できます。映像および
音声のコードをつないでから、コントロール S コード（別売り）で CONTROL S 端子につないでくだ
さい。詳しくはつないだ機器の説明書をご覧ください。

黄（映像）

白（左、L）

赤（右、R）

黄（映像）

赤（右、R）

白（左、L）

緑

青

赤

緑

青

赤

, 次のページへつづく
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ご注意

• ハイビジョン専用コンポーネントビデオ入力（Y/PB/PR）には対応していません。
• 本機とテレビの間にビデオデッキなどを接続しないでください。ビデオデッキを経由して本機の映像

をテレビに映すと、画像が乱れることがあります。テレビに映像音声入力端子がひとつしかない場合
は、本機をテレビの映像音声入力端子につなぎます。

• 本機をプログレッシブ（525p）方式に対応するテレビ等につなぎプログレッシブ出力したときに、
画像の乱れなどの問題が生じた場合は、インターレース方式でご覧になることをお勧めします。本機
とテレビとの互換性に関しては、サービス窓口にお問い合わせください。

• PAL カラーシステムで記録されたディスクを再生するときは、PAL カラーシステムの映像信号を出力
します。NTSC カラーシステム対応のテレビでは映像が乱れます。この場合 PAL カラーシステムに
対応したテレビなどにつないでください。

ビデオデッキ

CD/DVD
プレーヤー

テレビ
直接つなぐ
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手順 2：音声コードをつなぐ
お手持ちの機器に応じた接続方法を選んで、音声コードをつないでください。

接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

接続方法を選ぶ
～ のつなぎかたから 1 つを選んでください。

* ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき
製造されています。
Dolby、ドルビー、Pro Logic およびダブル D
記号はドルビーラボラトリーズの商標です。

**デジタルシアターシステムズ社からのライセン
スに基づき製造されています。米国特許番号は
5,451,942、5,956,674、5,974,380、
5,978,762、その他世界各地での特許は認可済

みまたは申請中です。DTS および DTS Digital 
Surround は、デジタルシアターシステムズ社
の商標です。
著作権 1996 年、2000 年デジタルシアターシ
ステムズ社。不許複製。

z ヒント
96kHz/24bit 対応のアンプとつなぐときは 

 のつなぎかたをご覧ください。

接続する機器 接続 接続（例）

テレビ
• サラウンド効果：なし （28 ページ）

ステレオアンプと 2 台のスピーカー
• サラウンド効果：なし
または
MD デッキ /DAT デッキ
• サラウンド効果：なし

（29 ページ）

ドルビー * サラウンド（プロロジック）デコーダー
付 AV アンプと 3 ～ 6 台のスピーカー
• サラウンド効果：ドルビーサラウンド（プロロ

ジック）（94 ページ）

（30 ページ）

5.1 チャンネル入力端子付 AV アンプと
4 ～ 6 台のスピーカー
• サラウンド効果：ドルビーデジタル（5.1ch）
（94 ページ）、DTS（5.1ch）（96 ページ）、スー
パーオーディオ CD マルチ音声（93 ページ）、
MPEG オーディオ（5.1ch）（96 ページ）

または
ドルビーデジタルまたは DTS**、MPEG オーディ
オデコーダー付 AV アンプ（デジタル入力端子付）
と 6 台のスピーカー
• サラウンド効果：ドルビーデジタル（5.1ch）
（94 ページ）、DTS（5.1ch）（96 ページ）、
MPEG オーディオ（5.1ch）（96 ページ）

（31 ページ）

A D

A

B

C

D

D

, 次のページへつづく
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 テレビとつなぐ

テレビのスピーカーから音を出すときの接続です。

* 映像音声コードの黄プラグは、映像入力端子と
つなぐとき（23 ページ）に使います。

z ヒント
モノラルテレビと接続するときは、別売りのス
テレオ・モノラル変換コードを使います。本機
の AUDIO OUT L/R 1 または 2 端子とテレビの
音声入力端子をつなぎます。

A

CONTROL S

IN

SELECTABLE

INTERLACE

PROGRESSIVE

D1/D2SCAN SELECT

COMPONENT VIDEO OUT

PR/CRPB/CBY

5.1CH OUTPUT
FRONT REAR CENTER

WOOFER

L

R

AUDIO OUT
1 2

L

R

S1 VIDEO
OUT

2

1

VIDEO
OUT

2

1

1 2
COMMAND MODE

3

COAXIAL OPTICAL

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

A
AUDIO OUT

1 2
L

R

l：信号の流れ

CD/DVD プレーヤー

テレビ

（赤）

映像音声コード
（付属）

（黄）*

音声入力端子へAUDIO OUT 
L/R 1 または 2 へ

（白）

（黄）

（白）

（赤）
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 ステレオアンプと 2 台のスピーカーにつなぐ /MD デッキ、
DAT デッキとつなぐ

ステレオアンプの音声入力端子が L、R のみのときは でつなぎます。デジタル入力端

子もついているときまたは MD デッキや DAT デッキとつなぐときは でつなぎます。

アンプを経由せず、直接本機と MD デッキや DAT デッキをつなぐこともできます。

z ヒント
• では、ステレオ音声コードのかわりに、

映像音声コード（付属）を使ってつなぐことも
できます。

• 十分な音声効果を楽しむために、リスニングポ
ジションがスピーカーの間に位置するようにス
ピーカーを設置してください。

ご注意

スーパーオーディオ CD の音声はデジタル出力
端子から出力されません。

B

B-1

B-2

CONTROL S

IN

SELECTABLE

INTERLACE

PROGRESSIVE

D1/D2SCAN SELECT

COMPONENT VIDEO OUT

PR/CRPB/CBY

5.1CH OUTPUT
FRONT REAR CENTER

WOOFER

L

R

AUDIO OUT
1 2

L

R

S1 VIDEO
OUT

2

1

VIDEO
OUT

2

1

1 2
COMMAND MODE

3

COAXIAL OPTICAL

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

B-2 B-1
AUDIO OUT

1 2
L

R

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

COAXIAL OPTICAL

l：信号の流れ

CD/DVD プレーヤー

または

ステレオアンプ

MD デッキ /DAT デッキ

フロント
（L）

フロント
（R）

［スピーカー］

（白）

音声入力端子へ

同軸デジタル
コード（別売り）

ステレオ音声
コード（別売り）

光デジタルコード（別売り）
本機の端子はキャップ
をはずして接続する

（白）

または

光または同軸デジタル入力端子へ

AUDIO OUT L/R 1 または 2 へ

DIGITAL OUT COAXIAL
または OPTICAL へ

（赤）

（赤）

B-1

, 次のページへつづく
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 ドルビーサラウンド（プロロジック）デコーダー付 AV アンプと
3 ～ 6 台のスピーカーにつなぐ

ドルビーサラウンド音声、またはマルチチャンネル音声（ドルビーデジタル）を再生する

ときに、サラウンド効果が得られます。

アンプの音声入力端子が、L、R のみのときは でつなぎます。デジタル入力端子がつ

いているときは でつなぎます。

* ６台のスピーカーをつなぐときは、リア（モノラル）はつなぎません。

z ヒント
スピーカーの配置についてはつなぐ機器の取扱

説明書をご覧ください。

ご注意

スーパーオーディオ CD の音声はデジタル出力
端子から出力されません。

C

C-1

C-2

CONTROL S

IN

SELECTABLE

INTERLACE

PROGRESSIVE

D1/D2SCAN SELECT

COMPONENT VIDEO OUT

PR/CRPB/CBY

5.1CH OUTPUT
FRONT REAR CENTER

WOOFER

L

R

AUDIO OUT
1 2

L

R

S1 VIDEO
OUT

2

1

VIDEO
OUT

2

1

1 2
COMMAND MODE

3

COAXIAL OPTICAL

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

C-2 C-1
AUDIO OUT

1 2
L

R

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

COAXIAL OPTICAL

l：信号の流れ

CD/DVD プレーヤー

ドルビーサラウンドデコーダー付アンプ

または

リア *

（モノラル）

フロント
（L）

フロント
（R）

リア（Ｒ）

サブ
ウーファー

［スピーカー］

光デジタルコード（別売り）
本機の端子はキャップをはず
して接続する

ステレオ音声
コード（別売り）

同軸デジタル
コード（別売り）

［スピーカー］

（白）

センター

音声入力端子へ

または
AUDIO OUT L/R 1 または 2 へ

DIGITAL OUT COAXIAL または
OPTICAL へ

光または同軸デジタル入力端子へ

（赤）

リア（L）

（白）

（赤）
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 ドルビーデジタル、DTS デコーダーまたは MPEG オーディオ付
AV アンプ（デジタル入力端子付）または 5.1 チャンネル入力端子付き
AV アンプと 4 ～ 6 台のスピーカーにつなぐ

5.1 チャンネル入力端子が付いているときは でつなぎます。アンプにドルビーデジタ

ルまたは DTS、MPEG オーディオデコーダーが付いているときは でつなぎます。ご

自宅でより臨場感のある音像を楽しめます。

D

D-1

D-2

CONTROL S

IN

SELECTABLE

INTERLACE

PROGRESSIVE

D1/D2SCAN SELECT

COMPONENT VIDEO OUT

PR/CRPB/CBY

5.1CH OUTPUT
FRONT REAR CENTER

WOOFER

L

R

AUDIO OUT
1 2

L

R

S1 VIDEO
OUT

2

1

VIDEO
OUT

2

1

1 2
COMMAND MODE

3

COAXIAL OPTICAL

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

D-2 D-1
5.1CH OUTPUT

FRONT REAR CENTER

WOOFER

L

R

DIGITAL OUT

PCM/ DTS/
MPEG/ DOLBY DIGITAL

COAXIAL OPTICAL

フロント
（R）

フロント
（L）

リア（L）

サブウー
ファー

デコーダー付または、5.1CH
入力付 AV アンプ

CD/DVD プレーヤー

同軸デジタル
コード（別売り）

[ スピーカー ]

[ スピーカー ]

l：信号の流れ

光デジタルコード
（別売り） 
本機の端子は
キャップをはずし
て接続する

または

リア（R）

光または
同軸デジタル入
力端子へ

DIGITAL OUT 
COAXIAL または
OPTICAL へ

センター

ステレオ音声コード
（別売り）

モノラル音声コード
（別売り）

5.1CH 
OUTPUT へ

または

音声入力端子へ
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 5.1 チャンネル入力端子付き

AV アンプと接続した場合
本機のドルビーデジタルまたは DTS、

MPEG オーディオ、スーパーオーディオ

CD マルチデコーダーを使ったサラウンド

がお楽しみいただけます。7.1 チャンネル

の MPEG オーディオ信号は 5.1 チャンネ

ルの信号に変換されます。

 ドルビーデジタルまたは DTS

デコーダー、MPEG オーディオ付き

AV アンプ（デジタル入力端子付）と

デジタル接続した場合
お使いのアンプのドルビーデジタルまたは

DTS、MPEG オーディオデコーダーを

使ったサラウンドがお楽しみいただけま

す。この場合、本機のサラウンド効果は、

お楽しみいただけません。

z ヒント
• で接続した場合、スピーカーの配置につ

いてはつなぐ機器の取扱説明書をご覧くださ

い。
• 十分なサラウンド音効果を楽しむために

- 高品質のスピーカーをお使いください。
- フロントスピーカー、リアスピーカー、セン

タースピーカーは同サイズ、同品質のものを
お使いください。

- サブウーファーはフロントスピーカー（右）

とフロントスピーカー（左）の間に設置して
ください。

ご注意

接続した場合
• この接続をしたときは、クイック設定で「ドル

ビーデジタル」を「ドルビーデジタル」に、
「DTS」を「DTS」にします（33 ページ）。 
MPEG オーディオデコーダー付きのアンプを

お使いのときは、設定画面の「視聴設定」で
「MPEG」を「MPEG」にします（85 ページ）。
• スーパーオーディオ CD の音声はデジタル出力

端子から出力されません。
• 96kHz に対応したアンプにつないでいるとき

は、設定画面の「オーディオ設定」で
「48kHz/96kHz PCM」を「96kHz/24bit」に

してください（85 ページ）。

D-1

D-2

D-2

D-2
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手順 3：電源コードをつなぐ
本機およびテレビなどの接続した機器の電源コードを電源コンセントにつなぎます。

電源コードの極性について
各機器の電源コードの極性を合わせて、よ

り良い音質で音楽をお楽しみいただくた

め、本機の電源コードには電極に刻印が

入っています。刻印が入っている側がコン

セントの差し込み口の長い方（アース側）

にくるように差し込みます。

電源コードはすべての接続が終ってから差

し込んでください。

手順 4：クイック設定をする
以下の手順に沿って基本の設定をします。

1 つの設定をとばして次の設定に進むには、> を押します。1 つ前の設定に戻るには、

. を押します。（本体の ./> つまみを使うこともできます）

1 テレビの電源を入れる。

2 電源ボタンを押す。

3 本機の画像が映るように、テ
レビの入力を切り換える。
画面の下に「クイック設定するには [

決定 ] を押してください」が表示され

ます。このメッセージが表示されない

ときは、コントロールメニュー画面で

「設定」の「クイック」を選んで、ク

イック設定を始めます（78 ページ）。

4 ディスクが入っていない状態
で決定ボタンを押す。
接続したテレビの種類を設定する画面

が表示されます。

5 X/xで接続したテレビに合った
設定を選ぶ。

◆ ワイドテレビまたはワイドモードの

ある 4：3 画面のテレビと接続したと

き

•「16:9」（80 ページ）

◆ 従来の 4：3 画面のテレビと接続し

たとき

•「4:3 レターボックス」または「4:3 パ
ンスキャン」（80 ページ）

刻印

アース側

電源ボタン

./>

決定ボタン

X/x

TV 16:9

4:3

4:3 

4:3

16:9
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6 決定ボタンを押す。
映像方式の種類を設定する画面が表示

されます。

7 X/xで接続したテレビへ出力す
る映像方式の種類を選ぶ。
C や D の接続（23 ページ）でプログ

レッシブ映像を楽しみたい場合、「プ

ログレッシブ」を選択してください。

◆ インターレース方式に対応するテレ

ビ（従来のテレビ）と接続したとき

• インターレース（81 ページ）

◆ プログレッシブ方式に対応するテレ

ビと接続したとき（NTSC のみ）

• プログレッシブ（81 ページ）

8 決定ボタンを押す。
アンプの接続について設定する画面が

表示されます。

9 X/xでアンプをつなぐときの接
続端子を選んで決定ボタンを
押す。
28 ～ 31 ページで選択した音声コード

の接続（ ～ ）に適した項目

を選びます。

• 本機をテレビとだけつないでいる場
合は「いいえ」を選びます。クイッ
ク設定が終了します。接続と設定は
これで完了です。

または

•「アナログ出力（AUDIO OUTPUT L/
R）」を選びます。クイック設定が終
了します。接続と設定はこれで完了
です。

または または

•「デジタル出力（DIGITAL 
OUTPUT）」を選びます。ドルビー
デジタル音声の出力を設定する画面
が表示されます。

または と

•「デジタル＆ 5.1CH 出力」を選びま
す。ドルビーデジタル音声の出力を
設定する画面が表示されます。

10X/x で接続したアンプへ出力
するドルビーデジタル音声信
号の種類を選ぶ。
29 ～ 31 ページで選択した音声コード

の接続（ ～ ）に適した信号

を選びます。

または

•「ダウンミックス PCM」（85 ページ）

•「ドルビーデジタル」（ドルビーデジ
タルデコーダー付 AV アンプと接続
したときのみ）（85 ページ）

11決定ボタンを押す。
DTS 音声の出力を設定する画面が表示

されます。

TV 16:9

4:3 

(AUDIO OUTPUT L/R)

(DIGITAL OUTPUT)

&5.1CH

A D

A

B-1 C-1

B-2 C-2 D-2

D-1 D-1 D-2

B D

ATT
DRC

MPEG
PCM
PCM

DTS
48kHz/96kHz PCM 48kHz/16bit

B-2 C-2

D-2

ATT
DRC

PCM

PCM

DTS

PCMMPEG
DTS
48kHz/96kHz PCM PCM
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12X/x で接続したアンプへ出力

する DTS 音声信号の種類を選
ぶ。
29 ～ 31 ページで選択した音声コード

の接続（ ～ ）に適した項目

を選びます。

または

•「ダウンミックス PCM」（85 ページ）

•「DTS」（DTS デコーダー付 AV アンプと
接続したときのみ）（85 ページ）

13決定ボタンを押す。
• 手順 9 で「デジタル出力（DIGITAL 

OUTPUT）」を選んだときは、ク
イック設定が終了します。接続と設
定はこれで終わりです。 MPEG オー
ディオデコーダー付きアンプを接続
しているときは、「MPEG」を

「MPEG」にしてください（85 ペー
ジ）。

• 手順 9 で「デジタル＆ 5.1CH 出力」を
選んだときはスピーカーを設定する
画面が表示されます。

14X/x でセンタースピーカーの
大きさを選ぶ。
センタースピーカーを接続していない

ときは「なし」を選びます（87 ペー

ジ）。

15決定ボタンを押す。
リアスピーカーの大きさを設定する画

面が表示されます。

16X/x でリアスピーカーの大き
さを選ぶ。
リアスピーカーを接続していないとき

は「なし」を選びます。

17決定ボタンを押す。
サブウーファーを設定する画面が表示

されます。

18X/x でサブウーファーをつな
いでいるかどうかを選ぶ。

19決定ボタンを押す。
クイック設定が終了します。接続と設

定はこれで終わりです。

音声効果をより楽しむ

音声効果をより楽しむには、29 ～ 31 

ページで選択した音声コードの接続

（ ～ ）にあわせて以下のように

設定します。これらはお買い上げ時の設定

のため、最初に本機を接続した時に設定を

変える必要はありません。

設定の操作については「設定画面を使う」

（78 ページ）をご覧ください。

B D

B-2 C-2

D-2

(DVD)
:

:
( ):
( ): 

:
:
:

:
:

(DVD)
:

:
( ):
( ): 

:
:
:

:
:

(DVD)
:

:
( ):
( ): 

:
:
:

:
:

To set, press                , then            .
T it

ENTERENTER
SETUPDISPLAYDISPLAY

B D
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音声コードの接続（28 ～ 31 ペー

ジ）

のとき

• 必要な設定はありません。

 または のとき

•「ダウンミックス」を「ドルビーサラウン

ド」に設定する（84 ページ）。

または または のとき

•「ダウンミックス」を「ドルビーサラウン

ド」に設定する（84 ページ）。

•「音声デジタル出力」を「入」に設定する

（85 ページ）。

のとき

•「距離」「レベル調整（フロント）」「レベ

ル調整（リア）」を接続したスピーカーに

合わせて設定する（87 ページ）。

z ヒント

•    接続をした場合

音量を下げても音が歪む場合は、「オーディオ
ATT」を「入」にしてください（84 ページ）。

•    接続をした場合

接続したアンプが 96kHz 音声デジタル入力に
対応しているときのみ「48kHz/96kHz PCM」
を「96kHz/24bit」にしてください（85 ペー
ジ）。

A

B-1 C-1

B-2 C-2 D-2

D-1

B-1 C-1 D-1

B-2 C-2 D-2
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再生する

ディスクを再生する
     

再生するディスクに付属の説明書も必ずご

覧ください。

ディスクによっては、禁止されている操作

もあります。

1 テレビの電源を入れる。

2 電源ボタンを押す。
本機の電源が入り、?/1 ランプが緑に

点灯します。

3 本機の画像が映るように、テ
レビの入力を切り換える。

◆ アンプを使うときは

アンプの電源を入れ、本機の音声が出

るようにアンプの入力を切り換えま

す。

4 本体のAを押してディスクトレ
イを開けて、ディスクを置く。

5 H を押す。
ディスクトレイが閉まり、再生が始ま

ります。テレビまたはアンプで音量を

調整します。

ディスクによっては、テレビ画面にメ

ニューが表示されることがあります。

DVD ビデオ再生の場合は 41 ページ、

ビデオ CD の場合は 44 ページ をご覧

ください。

電源を切るには
電源ボタンを押します。本機はスタンバイ

モード（待機状態）になります。

CD やスーパーオーディオ CD をより

高音質で再生するには
映像が出力されなくなり、映像のデジタル

およびアナログ回路が音声に与える影響を

抑えます。

スクロールキーを使って「VIDEO OFF」

を選び、スクロールキーを押して設定しま

す。映像が出力されていないときは、本体

の VIDEO OFF ランプが点灯します。

z ヒント
ディスクを再生していないときに 30 分以上本体
またはリモコンを操作しないと、自動的にスタ

ンバイモードになります（オートパワーオフ機
能）。

ご注意

スーパーオーディオ CD の音声はデジタル出力
端子から出力されません。

電源ボタン

H

H

A

?/1（電源）
ボタン

?/1 ランプ

Z

スクロール
キー

VIDEO OFF
ランプ

./>
つまみ

再生したい面を下に
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いろいろな操作方法

z ヒント
リプレイ機能は、セリフを聞き直す時などに使

うと便利です。

ご注意

• 再生場面によっては、リプレイ機能が使えない
ことがあります。

• DVD+RW ではリプレイ機能が使えません。

ディスクトレイをロックする
（チャイルドロック）

本体とリモコンの Z ボタンを使えなくす

ることができます。子供がディスクトレイ

を誤って開けるのを防ぐときなどに便利で

す。

スタンバイモード時にリモコンの O

リターンを押し、続けて決定ボタン、
電源ボタンを順に押す。
電源が入り、本体表示窓に「LOCKED」

が表示されます。チャイルドロックが働い

ているときは、本機とリモコンの Z ボタ

ンを使うことができません。

チャイルドロックを解除するには
上の操作を繰り返します。

ご注意

コントロールメニューの「設定」で「リセット」
（79 ページ）を選んでも、この設定は解除され
ません。

こんなときは こうする

止める x を押す

途中で止める X を押す

途中で止めたあと、
つづきを再生する

X または H を押す

再生中にチャプター
や映像、曲を進める

> を押す、または本
体の ./> つま
みを右に回す

再生中にチャプター
や映像、曲を戻す

. を押す、または
本体の ./> つ
まみを左に回す

ディスクを取り出す Z を押す

少し前の画像に戻る
（DVD ビデオのみ）

リプレイボタンを押
す

H

Z

x
X

リプレイボタン./>
電源ボタン

決定ボタン

Oリターン
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見たいところ、聞き
たいところをさがす

（サーチ / シャトルモード /

ジョグモード）

再生しながら早送りや早戻しをして、見た

いところや聞きたいところをさがしたり、

スロー再生をすることができます。

ご注意

DVD、ビデオ CD によっては操作が禁止されて
いる場合があります。

見たいところ、聞きたいとこ
ろをさがす（サーチ）

     

再生中に早送り再生するには を、早戻

し再生するには を押し続けます。ボタン

をはなすと通常の再生に戻ります。

速さを変えて再生する
（シャトルモード）

     

クリックシャトルを回す。

回す向きと角度に応じて次のように再生の

速さが変わります。

◆再生中
早送り 2M（早送り 1M より速い）

Y

早送り 1M
Y

×2B（約 2 倍速、DVD ビデオ /

スーパーオーディオ CD/CD のみ）
Y

再生 N（通常の再生）
Y

×2b（逆方向：約 2 倍速、DVD ビデオ

のみ）
Y

早戻し 1m
Y

早戻し 2m（早戻し 1m より速い）

すばやく回すと早送り 2M または早

戻し 2m になります。

◆一時停止中（DVD ビデオ／ DVD-

RW ／ビデオ CD のみ）
スロー 1y

Y

スロー 2y（スロー 1y より遅い）
Y

一時停止 X

Y

スロー 2  （逆方向：スロー 1 よ

り遅い、DVD のみ）
Y

スロー 1  （逆方向、DVD のみ）

通常の再生に戻すには
H を押します。

速さを変えてコマ送りする
（ジョグモード）   

1 ジョグボタンを押す。
リモコンの液晶表示に「JOG」が表示

されます。

2 クリックシャトルを回す。
回す速さに応じて、回した方向でコマ

送りされます（時計回しだと再生方

向、DVD を再生しているときは反時

計回しで逆方向）。

H

/

ジョグ
ボタン

クリック
シャトル

y y

y

, 次のページへつづく
 39



40
一定以上の速さになると、スローまた

は通常の再生になります。

通常の再生に戻すには
H を押します。

ジョグモードを解除するには
ジョグボタンをもう一度押して、液晶表示

の「JOG」を消します。

再生を止めたところ
から再生する

（つづき再生機能）  
再生を止めたあと、電源を抜いたり、ディ

スクを取り出しても、300 枚まで停止した

場所を記憶し、そのつづきから再生するこ

とができます。301 枚目以降は、1 枚目の

停止場所から順に記録を自動的に消去し

て、新しいディスクの停止場所を記録しま

す。

1 ディスクの再生中、x を押し
て、再生を止める。
表示窓に「RESUME」が表示されま

す。

2 H を押す。
手順 1 で再生を止めたところから、再

生が始まります。

z ヒント
• ディスクを最初から再生したいときは、x を 2

回押してから、H を押します。
• DVD-RW の VR モードと CD、スーパーオー

ディオ CD、データ CD は現在再生している
ディスクのみつづき再生が働きます（ただし、
電源コードを抜いたとき、ディスクトレイを開
けたとき、スタンバイモードにしたとき（デー

タ CD のみ）を除く）。

ご注意

• つづき再生機能を使うには、設定画面の「視聴
設定」で「つづき再生機能」を「入」（お買い
上げ時の設定）にしておく必要があります

（83 ページ）。

xH
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• 次の場合、現在再生しているディスクについて
は、つづき再生が解除されます。
ー 再生モードを変えたとき
ー 設定画面で設定を変更したとき

• シャッフル再生中とプログラム再生中には、つ
づき再生機能は働きません。

• ディスクによっては、つづき再生ができない場
合があります。

DVD のメニューを
使う
DVD には、DVD 独自のメニューが記録さ

れているものがあります。

複数のタイトル（映像や曲）が記録されて

いる DVD はトップメニューボタンを、

ディスクの内容（字幕や音声の言語など）

をメニューで選択できる DVD はメニュー

ボタンを使って再生できます。

1 トップメニューボタンまたは
メニューボタンを押す。
ディスクのメニューが表示されます。

メニューの内容はディスクによって異

なります。

2 C/X/x/c または数字ボタンで
項目を選ぶ。

3 決定ボタンを押す。

C/X/x/c

決定ボタン

数字ボタン

メニュー
ボタン

トップメニュー
ボタン
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DVD-RW のオリ
ジナルとプレイリス
トを選ぶ 

DVD-RW（VR モード）には、ディスクに

実際に記録される「オリジナル」のタイト

ルと、DVD レコーダー等で編集して作成さ

れる「プレイリスト」という 2 種類のタイ

トルがあります。

このようなディスクでは、再生するタイト

ルの種類を選んで再生することができま

す。

1 停止中に画面表示ボタンを押
す。
コントロールメニュー画面が表示され

ます。

2 X/x で （オリジナル / プ
レイリスト）を選び、決定ボ
タンを押す。

「オリジナル / プレイリスト」の設定

項目が表示されます。

3 X/x で項目を選ぶ。
• プレイリスト：オリジナルを元に編

集して作られたタイトルを再生しま
す。

• オリジナル：実際に記録されている
タイトルを再生します。

4 決定ボタンを押す。

画面表示を消すには
画面表示が消えるまで、画面表示ボタンを

押します。

X/x

画面表示
ボタン

決定ボタン

1 8 ( 3 4 )
1 2 ( 2 7 )

DVD-RW
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スーパーオーディオ
CD の再生のしかた
を選ぶ 

スーパーオーディオ CD の再
生エリアを選ぶ

スーパーオーディオ CD に 2 チャンネルエ

リアとマルチチャンネルエリアが記録され

ているときは、どちらかを選んで再生する

ことができます。

1 停止中にスクロールキーを上下に
動かし、液晶画面に「MULTI/
2CH」を表示させる。

2 リモコンを本機に向けて、スク
ロールキーを押す。
以下の画面が表示されます。

3 スクロールキーを繰り返し押して、
マルチチャンネルエリアのときは

「マルチ」を、2 チャンネルエリア
のときは「2CH」を選ぶ。
マルチチャンネルエリアのディスクを

再生時は、本体の表示窓に「MULTI」

が点灯します。

z ヒント
コントロールメニューを使ってスーパーオー

ディオ CD の再生エリア「マルチ /2CH」を選ぶ
ことができます（16 ページ）。

ハイブリッドディスク再生時
に再生するレイヤーを選ぶ

スーパーオーディオ CD に、HD レイヤー

と CD レイヤーが記録されているときは、

どちらかを選んで再生することができま

す。

1 停止中にスクロールキーを上下に
動かし、液晶画面に「SACD/
CD」を表示させる。

2 リモコンを本機に向けて、スク
ロールキーを押す。

3 スクロールキーを繰り返し押して、
HD レイヤーのときは「SACD」
を、CD レイヤーのときは「CD」
を選ぶ。
CD レイヤーを再生時は、本体の表示

窓の「CD」が点灯します。

ご注意

• スーパーオーディオ CD について詳しくは、93 
ページをご覧ください。

• どの再生モードもここで選んだエリアやレイ
ヤーの範囲内で働きます。

スクロール
キー

2CH
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プレイバックコント
ロール機能を使う

（PBC 再生） 

テレビ画面に表示される選択用のメニュー

にしたがって、再生や検索ができます

（Playback
プレイバック

 Control
コントロール

―PBC 機能）。

1 PBC 対応ビデオ CD を再生す
る。
選択用のメニュー画面が表示されま

す。

2 メニュー画面で行いたい（再
生したい）項目の番号を X/x
または数字ボタンで選ぶ。

3 決定ボタンを押す。

4 テレビ画面に表示される選択
用のメニュー画面などにした
がって、操作する。
操作の方法はディスクによって異なる

ことがあります。ディスク付属の説明

書もあわせてご覧ください。

選択用のメニュー画面に戻るには
O リターンを押します。

z ヒント
PBC 機能を使わないで再生するときは、停止中、
.や>を押して再生したいトラックを選んで

から、H または決定ボタンを押します。画面上
に「PBC を切って再生します」が表示され、通
常の再生（トラック番号順に再生）が始まりま
す。このとき、選択用のメニューなどの静止画
は再生できません。
PBC 再生に戻すには、x を押して再生を止めた
あと、もう 1 度 x を押してから H を押して再

生を始めます。

ご注意

ディスクによっては手順 3 で決定ボタンを押す
ことを「選択ボタンを押す」と表示するものが
あります。そのときは、H を押してください。

./>

H

O リターン

x

決定ボタン

数字ボタン

X/x
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MP3 音声を再生す
る
データ CD（CD-ROM、CD-R、CD-RW）

に記録されている MP3（MPEG 1 Audio 

Layer 3）音声を再生できます。

1 Zを押してディスクトレイを開
け、データ CD を置く。

2 H を押す。
ディスクトレイが閉まり、最初のアル

バムの最初のトラックが再生されま

す。

ご注意

• 本機が対応している MP3 音声のサンプリング
周波数は、32kHz、44.1kHz、48kHz です。

• 編集したときと違う順序で再生されることがあ
ります。詳しくは、「MP3 音声の再生順序」

（46 ページ）をご覧ください。

アルバムおよびトラックを選
んで再生する

1 メニューボタンを押す。
データ CD に記録されている MP3 音

声のアルバムの一覧が表示されます。

2 X/xで再生したいアルバムを選び、
決定ボタンを押す。
アルバムの中に含まれる、トラックの

一覧が表示されます。

3 X/xで再生したいトラックを選び、
決定ボタンを押す。
再生が始まります。

再生中のトラック／アルバム名は薄暗

く表示されます。

次のページまたは前のページを表示す

るには
c または C を押します。

1 つ前の画面に戻るには
O リターンを押します。

画面表示を消すには
メニューボタンを押します。

ご注意

• アルバム / トラック名一覧はアルファベットま
たは数字のみ表示できます。それ以外の文字は

「＊」で表示されます。
• 本機は ID3 タグを表示できません。

C/X/x/c

決定ボタン

メニュー
ボタン

O リターン

Z

H

        1 (   3 0 )

R O C K  B E S T  H I T
K A R A O K E
J A Z Z
R & B
M Y  F A V O R I T E  S O N G S
C L A S S I C A L
S A L S A  O F  C U B A
B O S S A N O V A

      J A Z Z
            1 ( 9 0 )

0 1 S H E  I S  S P E C I A L
0 2 A L L  Y O U  N E E D  I S  . . .
0 3 S P I C Y  L I F E
0 4 H A P P Y  H O U R
0 5 R I V E R  S I D E
0 6            5
0 7 T A K E  T I M E , T A K E  T I M E

, 次のページへつづく
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MP3 音声について

本機は CD-ROM または CD-R/CD-RW

ディスク（データ CD）に記録された

MP3 音声を再生することができます。

ディスクは ISO9660 のレベル 1/ レベル

2/Joliet 準拠で記録されたものが再生可能

です。本機ではマルチセッションで記録し

たディスクも再生できます。

記録方式について詳しくは CD-R/CD-RW

ドライブまたは書き込み用ソフトウェアの

取扱説明書をご覧ください。

マルチセッションディスク再生時のご

注意
MP3 音声がディスクの最初のセッション

に記録されているときは、その他のセッ

ションの MP3 音声も再生します。

音楽用 CD フォーマットまたはビデオ CD

フォーマットの音声や画像が最初のセッ

ションに記録されているときは、最初の

セッションだけを再生します。

ご注意

• MP3 形式以外のデータに「.MP3」の拡張子を
つけると、本機はそれらを再生してしまい、雑
音や故障の原因となります。

• 本機は MP3PRO で記録された音声には対応し
ていません。

MP3 音声の再生順序
本機がデータ CD に記録されたアルバムや

トラック（MP3 音声）を認識する順序は

次の図のとおりです。

ディスク内の構造

データ CD を本機に入れて再生ボタンを押

すと、1t2t3t4t5t6t7 の

順序でトラックを再生します。

アルバムがサブアルバムを含んでいるとき

は、サブアルバムに含まれるトラックの再

生が優先されます。（例：C は D を含ん

でいるので 5 より 4 が優先される）

メニューボタンを押したときに表示される

アルバム一覧（45 ページ）では、

AtBtCtDtFtG の順でアルバ

ム名が並びます。トラックを直下に含まな

いアルバム（例：E）はアルバム一覧に表

示されません。

z ヒント
• ディスクにトラックを記録するときは、あらか

じめトラック名の頭に数字（01、02、03 な
ど）を入れておくと、その数字の順番に再生す
ることができます。

• 多くの階層を持つディスクは再生を始めるのに
時間がかかります。ディスクにアルバムを記録
するときは第 2 階層までにすることをお勧めし
ます。

ROOT

アルバム

トラック

第 2 階層 第 3 階層 第 4 階層 第 5 階層第 1 階層
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ご注意

• MP3 音声を記録した際の書き込み用ソフト
ウェアによっては上図の順序で再生されないこ
とがあります。

• ディスクに記録されたアルバムとトラックの合

計数が 999 を超える場合は上図の順序で再生さ
れないことがあります。

• ディスクに記録された499番目のアルバムまで
本機は認識できます（このときの数え方は、
MP3 音声を含まないアルバムも数に入れてア
ルバムのみを数えます）。それより後のアルバ
ムは本機では再生できません。

また、499 番目までのアルバムのうち、アル
バムとその中に含まれるトラックは合計で
999 まで本機で再生できます。

再生モードを使う
（プログラム / シャッフル /

リピート /A-B リピート）

再生モードには次の種類があります。

• プログラム再生（47 ページ）

• シャッフル再生（49 ページ）

• リピート再生（50 ページ）

• A-B リピート再生（51 ページ）

ご注意

設定した再生モードは、次の場合に解除されま
す。
ーディスクトレイを開いたとき
ー電源ボタンを押して、本機がスタンバイモー

ド（待機状態）になったとき

好きな順に再生する（プログ
ラム再生 )    

タイトルやチャプター、トラックを好きな

順に再生できます。最大 99 個のタイトル

やチャプター、トラックをプログラムでき

ます。

H

クリア
ボタン

プログラム
ボタン

決定ボタン

数字ボタン

X/x/c

, 次のページへつづく
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1 プログラムボタンを押す。
プログラム画面が表示されます。

2 c を押す。
タイトルまたはトラック（「T」）にハ

イライトが移ります（この場合

「01」）。

3 プログラム再生したいタイトル /
チャプターまたはトラックを設定
する。

◆ DVD ビデオのとき

例）タイトル「02」のチャプター

「03」を設定する。

X/x または数字ボタンで「T」の「02」

を選び、決定ボタンを押します。

次に X/x または数字ボタンで「C」の

「03」を選び、決定ボタンを押します。

◆ ビデオCD/スーパーオーディオCD/

CD のとき

例）トラック「02」を設定する。

X/x または数字ボタンで「T」の「02」

を選び、決定ボタンを押します。

スーパーオーディオ CD のときは、ト

ラックが 3 桁の数字で表示されます。

4 続けて再生するタイトル / チャプ
ター / トラックを設定したいとき
は、手順 2 ～ 3 を繰り返す。
タイトル / チャプター / トラックが選

んだ順に表示されます。

5 H を押す。
プログラム再生が始まります。

プログラム再生が終わっても、H を

押せば同じプログラムを再生します。

プログラム再生を止めるには
クリアボタンを押します。

画面表示を消すには
画面表示が消えるまで、プログラムボタン

を押します。

1
2 – –
3 – –
4 – –
5 – –
6 – –
7 – –

T

01
02
03
04
05

スーパーオーディオ CD/CD/ ビデオ CD
では「トラック」と表示される

ディスクに記録されているタイトルまたは
トラック

T C

01
02
03
04
05
06

1 – –
2 – –
3 – –
4 – –
5 – –
6 – –
7 – –

02
03
04
05

01

ディスクに記録されているチャプター

CT

01
02
03
04
05
06

1 – –
2 – –
3 – –
4 – –
5 – –
6 – –
7 – –

01
02
03
04
05

T

1 0 2 – 0 3

3 – –
4 – –
5 – –
6 – –
7 – –

01
02
03
04
05

2 – –

設定されたタイトル / チャプター

1 0 2

3 – –
4 – –
5 – –
6 – –
7 – –

0:15:30
T

01
02
03
04
05

2 – –

設定されたトラック

プログラムしたトラックの総時間
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プログラムの設定を変更または消すに

は

1 プログラムボタンを押す。

2 X/x または数字ボタンを使って変更ま

たは消したいタイトル、チャプター、

トラックのプログラム番号を選び、c

を押す。

3 「好きな順に再生する（プログラム再

生 )」（47 ページ）の手順 3 の操作で

新しい設定を入力する。設定したプロ

グラムを取り消したいときは「T」の

「消去」を選び、決定ボタンを押す。

設定したプログラムをすべて消すには

1 プログラムボタンを押す。

2 X を押し「全消去」を選ぶ。

3 決定ボタンを押す。

z ヒント
• 設定したプログラムで「リピート再生」（50 

ページ）や「シャッフル再生」（49 ページ）も
できます。プログラム再生中に「リピート再
生」（50 ページ）または「シャッフル再生」

（49 ページ）の手順に沿って操作をします。

• コントロールキーを使ってプログラム再生を選
ぶことができます（16 ページ）。

順不同に再生する
（シャッフル再生）

   

本機が自動的にタイトルやトラックの順番

を選んで、再生します。再生する順番は、

シャッフル再生をするたびに変わります。

1 スクロールキーを上下に動かし、
液晶画面に「SHUFFLE」を表示
させる。

2 リモコンを本機に向けて、スク
ロールキーを押す。
以下の画面が表示されます。

3 スクロールキーを繰り返し押して、
順不同にして再生する項目を選ぶ。

◆ DVD ビデオのとき

• タイトル
• チャプター

◆ ビデオCD/スーパーオーディオCD/

CD のとき

• トラック

スクロール
キー

クリア
ボタン

H

, 次のページへつづく
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◆ プログラム再生しているとき

• 入：タイトルまたはトラック、チャ
プターをプログラム番号ごとに順不
同にして再生します。

通常の再生に戻すには
手順 3 で「切」を選びます。または、クリ

アボタンを押します。

z ヒント
• 停止中にシャッフル再生を設定できます。

シャッフルの項目を選び、H を押します。

シャッフル再生が始まります。
•「チャプター」を選んだとき、ディスク中の

200 のチャプターまでシャッフル再生できま
す。

• コントロールメニューを使ってシャッフル再生
を選ぶことができます（16 ページ）。

繰り返し再生する
（リピート再生）

     

ディスクのすべてのタイトルまたはトラッ

ク、または 1 つのタイトル / チャプター /

トラックを繰り返し再生できます。

シャッフル再生やプログラム再生と組み合

わせて使うこともできます。

1 スクロールキーを上下に動かし、
液晶画面に「REPEAT」を表示さ
せる。

2 リモコンを本機に向けて、スク
ロールキーを押す。
以下の画面が表示されます。

3 スクロールキーを繰り返し押して、
リピート再生する項目を選ぶ。

◆ DVD ビデオのとき

• ディスク：すべてのタイトル
• タイトル：再生中のタイトル
• チャプター：再生中のチャプター

◆ DVD-RW のとき

• ディスク：選んだタイトルの種類
（オリジナルまたはプレイリスト）内
すべてのタイトル（42 ページ）

• タイトル：再生中のタイトル
• チャプター：再生中のチャプター

◆ ビデオCD/スーパーオーディオCD/

CD のとき

• ディスク：すべてのトラック
• トラック：再生中のトラック

◆ データ CD（MP3 音声）のとき

• ディスク：すべてのトラック
• アルバム：再生中のアルバム内のす

べてのトラック
• トラック：再生中のトラック

◆ プログラム再生 / シャッフル再生を

しているとき

• 入：プログラム再生、シャッフル再
生をリピート再生します。

通常の再生に戻すには
手順 3 で「切」を選びます。または、クリ

アボタンを押します。

z ヒント
• 停止中にリピート再生を設定できます。リピー

ト再生の項目を選び、H を押します。リピー
ト再生が始まります。

• コントロールメニューを使ってリピート再生を
選ぶことができます（16 ページ）。

クリア
ボタン

H

スクロール
キー



再
生

す
る

再生したい部分だけを繰り返
す（A-B リピート）

    

再生したい部分を 1 か所指定して、繰り返

し再生できます。語学学習や歌詞を覚える

ときに便利です。

1 再生中に繰り返す部分の始点（A
点）で A-B ボタンを押す。
始点（A 点）が設定されます。

2 繰り返す部分の終点（B 点）で決
定ボタンまたは A-B ボタンをもう
一度押す。
指定した部分が表示され、繰り返して

再生されます。

通常の再生に戻すには
クリアボタンを押します。

z ヒント
コントロールメニューを使って A-B リピート再
生を選ぶことができます（16 ページ）。

ご注意

• A-B リピートを設定すると、シャッフル再生や
リピート再生、プログラム再生は解除されま
す。

• DVD-RW（VR モード）で静止画を含むタイト

ルは A-B リピート再生できません。
• DVD-RW（VR モード）では、複数のタイトル

をまたぐ A-B リピート再生はできません。

クリア
ボタン

A-B ボタン

決定ボタン

A:  18  – 01 : 32 : 55

  B

A-B
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頭出しする

タイトル / チャプ
ター / トラック /
インデックス /
シーンをさがす

（サーチモード）   

   

DVD のタイトル / チャプター / タイトル

の経過時間、ビデオ CD やスーパーオー

ディオ CD、CD、データ CD のトラック /

インデックス / シーンで映像や曲を探すこ

とができます。

タイトルやトラックなどには、ディスク上

で番号がつけられているので、その番号を

選んで頭出しします。また、タイトルの経

過時間をタイムコードで入力して場面を探

すこともできます。

1 サーチモードボタンを押す。
以下の画面が表示されます。

アイコンのとなりに「--（**）」が表示

されます（** は数字です）。

カッコ内の数字はディスクに記録され

ているタイトルやトラック、インデッ

クス、シーンなどの総数です。

2 サーチモードボタンを繰り返
し押して、検索項目を選ぶ。

◆ DVD ビデオ /DVD-RW のとき

 タイトル

 チャプター

 時間 / テキスト

 時間 / メモ

タイムコードを入力して場面を探すと

きは、「時間 / テキスト」または「時

間 / メモ」を選びます。

◆ ビデオ CD のとき

 トラック

 インデックス

◆ ビデオ CDをPBC再生しているとき

 シーン

 インデックス

◆ スーパーオーディオ CD/CD のとき

 トラック

 インデックス

◆ データ CD（MP3 音声）のとき

 アルバム

 トラック

3 数字ボタンでタイトルやト
ラック、シーンなどの番号を
入力する。
たとえば、タイムコードで始まりから

2 時間 10 分 20 秒過ぎた場面を探す

には、手順 2 で「時間 / テキスト」ま

たは「時間 / メモ」を選んだあと

「21020」と入力します。

間違えたときは

クリアボタンを押して、入れなおしま

す。

4 決定ボタンを押す。
選んだ箇所の再生が始まります。

決定ボタン

サーチモード
ボタン

クリアボタン

数字ボタン

– –(10)
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し
す

る
画面表示を消すには
画面表示が消えるまで、サーチモードボタ

ンを押します。

z ヒント
• タイトルやチャプター、トラックの最初のシー

ンを 9 つに分割された画面で表示できます
（「見たい場面を再生する（ピクチャーナビゲー

ション）」）。
• コントロールメニューを使って、タイトルや

チャプター、トラック、インデックス、シー
ン、時間／テキスト（時間／メモ）、アルバム
を選ぶことができます（16 ページ）。

• 数字ボタンと ENTER を押してチャプター
（DVD ビデオ /DVD-RW）やトラック（スー

パーオーディオ CD/CD）を探すこともできま
す。

ご注意

• DVD-RW（VR モード）では、静止画はサーチ
できません。

• DVD+RW ではタイムコードで場面をサーチで
きません。

見たい場面を再生す
る（ピクチャーナビゲーション）

画面を 9 分割して見たい場面を簡単に探す

ことができます。

1 再生中にピクチャーナビボタ
ンを押す。
以下の画面が表示されます。

2 ピクチャーナビボタンを繰り
返し押して、項目を選ぶ。
それぞれの項目についての詳しくは、

各項目での説明をご覧ください。

• タイトルビューアー（DVD ビデオの
み）

• チャプタービューアー（DVD ビデオ
のみ）

• トラックビューアー（ビデオ CD の
み）

• ブックマーク（DVD ビデオ / ビデオ
CD のみ）

• ストロボ再生（DVD ビデオ / ビデオ
CD のみ）

• アングルビューアー（DVD ビデオの
み）

C/X/x/c

O リターン

X

決定ボタン

ブックマーク
ボタン

クリア
ボタン

ピクチャー
ナビボタン

, 次のページへつづく
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3 決定ボタンを押す。

通常の再生に戻すには
O リターンを押します。

z ヒント
コントロールメニューを使ってピクチャーナビ
ゲーションを選ぶことができます（16 ページ）。

ご注意

• ディスクによっては、各機能をお楽しみいただ
けない場合があります。

• 各ビューアーで一覧表示しているときや、スト
ロボ再生中は音声が出ません。

タイトルやチャプター、ト
ラックを一覧で見る（タイト
ルビューアー、チャプター
ビューアー、トラックビュー
アー）  

画面を 9 分割してディスクに含まれる各タ

イトル、チャプター、トラックの最初の画

像を見ることができます。

選んだタイトル、チャプター、トラックか

ら再生することもできます。手順 3 のあ

と、C/X/x/c で場面を選び、決定ボタン

を押します。

z ヒント
９つ以上のタイトルやチャプターがあるときは、
画面の右下に V が表示されます。一番右下（9
の位置）の場面を選択し、x で次のタイトルや
チャプターを表示させます。前の画面に戻るに
は、一番左上（1 の位置）の場面を選択し、X を
押します。

お気に入りの場面を登録する /
選ぶ（ブックマーク）  

ディスク上の指定した位置をメモリーに登

録しておき（ブックマーク）、ブックマー

クとして登録した場面を一覧で見ることが

できます。

1 枚のディスクにつき 9 つまで、300 枚

までのディスクの位置を登録することがで

きます。

登録した場面から再生することもできま

す。手順 3 のあと、C/X/x/c で場面を選

び、決定ボタンを押します。選んだ場面か

ら再生が始まります。

ブックマークを登録するには
再生中に、ブックマークを登録したい場面

でブックマークボタンを押します。

ブックマークを消去するには
ピクチャーナビゲーション機能でブック

マークを一覧表示したあと、C/X/x/c で

ブックマークを解除したい場面を選び、ク

リアボタンを押します。

登録しているすべてのブックマークを

消去するには
設定画面の「視聴設定」の「ブックマーク

リセット t」を選びます（83 ページ）。

z ヒント
選んでいるブックマークの番号が表示窓に表示
されます。

ご注意

ディスク 300 枚までブックマークを登録できま
す。300 枚を超えると、古いブックマークから
上書きされます。

1

4

7

2

5

8

3

6

9
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し
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る

連続した 9 つの場面を表示す
る（ストロボ再生）  

画面上に連続した 9 つの場面が表示されま

す。

一時停止するには手順 3 のあと、X を押

します。

複数のアングルを同時に見る
（アングルビューアー）

DVD ビデオに同じ場面が複数のアングル

で記録されているとき、画面を 9 分割して

複数のアングルを同時に見ることができま

す。

選んだアングル画像だけを表示することも

できます。手順 3 のあと、C/X/x/c で

アングルを選び、決定ボタンを押します。
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ディスクの情報を見る

経過時間と残り時間
を見る    

  
再生中のタイトル、チャプター、トラック

の経過時間と残り時間を見ることができま

す。ディスクに記録された DVD やスー

パーオーディオ CD、CD のテキストまた

は MP3 音声のトラック名を見ることもで

きます。

1 再生中にスクロールキーを上
下に動かし、液晶画面に

「TIME/TEXT」を表示させ
る。

2 リモコンを本機に向けて、ス
クロールキーを押す。
以下の画面が表示されます。

3 スクロールキーを繰り返し押
して、時間表示を切り換える。
表示や切り換えできる時間の種類は

ディスクによって異なります。

◆ DVD ビデオ /DVD-RW のとき

• T　＊：＊：＊（時：分：秒）
タイトルの経過時間

• T －＊：＊：＊
タイトルの残り時間

• C　＊：＊：＊
チャプターの経過時間

• C －＊：＊：＊
チャプターの残り時間

◆ ビデオCDをPBC再生しているとき

• ＊：＊（分：秒）
シーンの経過時間

◆ ビデオ CD（PBC 再生中以外） / スー

パーオーディオ CD/CD のとき

• T　＊：＊（分：秒）
トラックの経過時間

• T －＊：＊
トラックの残り時間

• D　＊：＊
ディスクの経過時間

• D －＊：＊
ディスクの残り時間

◆ データ CD（MP3 音声）のとき

• ＊：＊（分：秒）
トラックの経過時間

DVD/ スーパーオーディオ CD/CD

テキストまたはトラック / アルバム名

（MP3 音声）を見るには
手順 3 で、スクロールキーを繰り返し押し

ます。テキストまたはトラック名がディス

クに記録されているときのみ表示されま

す。テキストを変更することはできませ

ん。記録されていないと「NO TEXT」と

表示されます。ディスクに名前をつけるに

は、69 ページをご覧ください。

データ CD の MP3 音声の場合、トラック

名とアルバム名を表示できます（59 ペー

ジ）。

スクロール
キー

T 1:01:57

経過時間または残り時間
BRAHMS  SYMPHONY



デ
ィ

ス
ク

の
情

報
を

見
る

表示窓で経過時間と残り時間
を見るには

表示窓は画面に連動して以下のように切り

換わります。

◆ DVD ビデオ /DVD-RW のとき

◆ビデオ CD（PBC 再生時以外）/ スー

パーオーディオ CD/CD のとき

◆データ CD（MP3 音声）のとき

z ヒント
• ビデオ CD で PBC 再生しているときは、シーン

番号と経過時間が表示されます。
• 1 行で表示しきれないテキストまたはトラック

名（MP3 音声）は、表示窓にスクロールして
表示されます。

• コントロールメニューを使って経過時間と残り

時間を見ることができます（16 ページ）。

ご注意

• ディスクの種類によってはテキスト表示できな
いことがあります。

• 本機はディスクのテキストの最初の部分（タイ
トル名など）のみ表示できます。

• MP3 音声のトラックの経過時間は正確に表示

されない場合があります。

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

再生中のタイトル、チャプター番号と
タイトルの経過時間

再生中のタイトルの残り時間

再生中のチャプター番号と経過時間

再生中のチャプターの残り時間

テキスト

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

再生中のトラック、インデックス番号と
トラックの経過時間

再生中のトラックの残り時間

ディスクの経過時間

ディスク全体の残り時間

テキスト

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

TITLE TRACK CHAP INDEX ANGLE NTSC HOUR MIN SEC

再生中のアルバム、トラック番号と
トラックの経過時間

トラック名
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再生の情報を見る
ビットレートや、ディスクのレイヤーおよ

び光ピックアップの位置情報を見ることが

できます。

DVD の再生情報を見る
（アドバンスト）  

1 再生中に画面表示ボタンを押
す。
コントロールメニュー画面が表示しま

す。

2 X/x で （アドバンスト）
を選び、決定ボタンを押す。

「アドバンスト」の設定項目が表示さ

れます。

3 X/x で表示したい項目を選ぶ。
それぞれの項目については、次の「再

生の情報画面について」をご覧くださ

い。

• ビットレート：ビットレートを表示
する。

• レイヤー：レイヤーおよび光ピック
アップのおよその位置を表示する。

4 決定ボタンを押す。

アドバンスト画面を消すには
手順 3 で「消」を選びます。

画面表示を消すには
画面表示が消えるまで、画面表示ボタンを

押します。

再生の情報画面について
画面表示ボタンを繰り返し押すと、「アドバ

ンスト」で選んだ「ビットレート」または

「レイヤー」が表示されます。

◆ビットレート

MPEG オーディオ音声を再生中

ビットレートは DVD に圧縮して記録され

ている画像や音声の、1 秒あたりのおよそ

の情報量を示す値です。画像の場合、単位

は Mbps（Mega bit per second）で、

1Mbpsは1秒あたりの情報量が1.000.000

ビットであることを表します。音声の場合、

単位は kbps（kilo bit per second）です。

この値が大きいほど画像や音声の情報量は

多くなりますが、必ずしも画質や音質とは

直接関係しません。

画面表示
ボタン

決定ボタン

X/x

スクロール
キー

0 5 10

384kbps

Mbps

1 8 ( 3 4 )
1 2 ( 2 7 )

T       1 : 3 2 : 5 5
DVD 

0 5 10

384kbps

Mbps

オーディオ

ビデオ

0 5 10

kbps

Mbps
0 1000 オーディオ

ビデオ
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◆レイヤー

再生中、光ピックアップのおよその位置を

示します。

2 層の DVD ではどちらの層（レイヤー）が

読まれているかも示します（「Layer 0」ま

たは「Layer 1」）。

層（レイヤー）について詳しくは、96 ペー

ジの「DVD ビデオ」の項目をご覧ください。

データ CD の再生情報を見る 

再生中の音声のビットレート（1 秒あたり

の情報量）をテレビ画面に表示することが

できます。

1 データ CD の MP3 音声再生中に、
スクロールキーを動かして、液晶
画面に「TIME/TEXT」を表示さ
せる。

2 リモコンを本機に向けて、スク
ロールキーを押して、液晶画面に

を表示させる。
ビットレートが表示します。

2 層 DVD の場合のみ
表示

T 17:30 128k

JAZZ
RIVER SIDE

ビットレート

アルバム名
トラック名
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音声を楽しむ

音声を切り換える
    

複数の音声記録方式（ドルビーデジタル、

DTS、MPEG オーディオ、PCM など）で

記録された DVD ビデオを再生していると

きに、音声記録方式を選ぶことができま

す。複数の音声の言語が記録された DVD

ビデオでは、言語を選ぶこともできます。

また、CD やデータ CD、ビデオ CD 再生

中は、左右どちらかのチャンネルの音を左

右両方のスピーカーから出すことができま

す。カラオケのビデオ CD などで、伴奏だ

けを聞くこともできます。

1 再生中にスクロールキーを上
下に動かし、液晶画面に

「AUDIO」を表示させる。

2 リモコンを本機に向けて、ス
クロールキーを押す。
以下の画面が表示されます。

3 スクロールキーを繰り返し押
して、音声を選ぶ。

◆ DVD ビデオのとき

選べる言語は DVD ビデオによって異

なります。

4 桁の数字が表示されたときは、「言語

コード一覧表」（98 ページ）を参照し

てください。同じ言語が 2 個以上表示

されたときは、音声記録方式（チャン

ネル数など）が異なります。

◆ DVD-RW のとき

録音された音声トラックが表示されます。

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。

例：

• 1：主（主音声）
• 1：副（副音声）
• 1：主（主音声） + 副（副音声）

◆ ビデオ CD/CD/ データ CD のとき

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。

• ステレオ：通常のステレオ再生
• 1/L：左チャンネルの音（モノラル）
• 2/R：右チャンネルの音（モノラル）

z ヒント 
コントロールメニューを使って音声を選ぶこと
ができます（16 ページ）。

ご注意

スーパーオーディオ CD の音声は切り換えるこ
とができません。

スクロール
キー

画面表示
ボタン

X/x

1:
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し
む

再生しているチャンネルを表
示する

再生中に画面表示ボタンを押してコント

ロールメニュー画面を表示します。X/x で

「音声」を選ぶと、現在再生中の DVD ビ

デオに記録されているチャンネル数を表示

することができます。

*「PCM」または「DTS」、「MPEG」、「ド

ルビーデジタル」が表示されます。

「ドルビーデジタル」のときは音声の含ま

れるチャンネルが次のように数字で表示

されます。

ドルビーデジタル 5.1ch の場合：

**各記号は次のチャンネルを表しています。

L：フロント（左）

R：フロント（右）

C：センター（モノラル）

LS：リア（左）

RS：リア（右）

S：リア（モノラル）：ドルビーサラウン

ド処理された信号または、ドルビーデジ

タル信号のモノラルのリア成分です。

LFE：LFE（Low Frequency Effect：低

音増強）信号

z ヒント
ドルビーデジタルや DTS のディスク再生中に、
LFE（低音増強）信号出力がない場合、「LFE」
は点線で表示されます。

サラウンドを楽しむ 
    

ドルビーサラウンド（プロロジック）方式

で記録されたディスクを再生するときに、

サラウンド音声を楽しむことができます。

4 台以上のスピーカーを使い、「スピー

カー設定」の「大きさ」の「リア」で「な

し」以外の設定を選んでください。

1 再生中にスクロールキーを上
下に動かし、液晶画面に

「SURROUND」を表示させ
る。

2 リモコンを本機に向けて、ス
クロールキーを押す。
以下の画面が表示されます。

1

1 8 ( 3 4 )
1 2 ( 2 7 )

T       1 : 3 2 : 5 5

L RC

LFE
LS RS

3/2.1

DVD

現在の音声の記録方式＊

再生しているチャンネル表示＊＊

  3 / 2 . 1

リア 2

フロント 2 ＋センター 1 LFE（低音増強）
信号 1

スクロール
キー

NORMAL SURROUND
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3 スクロールキーを繰り返し押
して、サラウンド効果を選ぶ。
• NORMAL SURROUND：2 チャンネ

ルのサラウンド音声信号のディスク

では、サラウンド効果を再現するた

めにドルビープロロジック処理され

ます。リアスピーカーは同一のモノ

ラル音声を出力し、センタースピー

カーを使っているときは、センター

スピーカーに合うようにドルビープ

ロロジック処理された音声が出力さ

れます。

• ENHANCED SURROUND：プロロ

ジック処理されたモノラル音声をス

テレオ感のあるリア音声にすること

で、臨場感が増します。

設定を解除するには
手順 3 で「切」を選びます。

z ヒント
コントロールメニューを使ってサラウンドを選
ぶことができます（16 ページ）。

ご注意

•「ドルビーデジタル」の設定を「ドルビーデジ

タル」に、または「DTS」の設定を「DTS」
に、「MPEG」の設定を「MPEG」にした場合、
DIGITAL OUT OPTICAL または COAXIAL 端
子から音声は出力されますが、サラウンド効果
はありません。

• DIGITAL OUT OPTICALまたはCOAXIAL端子
を使ってアンプとつないでいる場合は、CD 再

生時にサラウンド効果はありません。

L：フロントスピーカー（L）
R：フロントスピーカー（R）
LS：リアスピーカー（L）
RS：リアスピーカー（R）

L R

RSLS
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映像を楽しむ

アングルを切り換え
る
複数のアングルがディスクに記録されてい

るとき、正面から見た景色を右から見た景

色に切り換えるなど、好きなアングルを選

ぶことができます。

アングルを変えられるときは、表示窓に

「ANGLE」が点灯します。

1 再生中にスクロールキーを上
下に動かし、液晶画面に

「ANGLE」を表示させる。

2 リモコンを本機に向けて、ス
クロールキーを押す。
以下の画面が表示されます。

3 スクロールキーを繰り返し押
して、アングル番号を選ぶ。
選んだアングルに切り換わります。

z ヒント 
• 同じ場面が複数のアングルで記録されていると

き、画面を 9 分割して複数のアングルを同時に

表示できます。また、選んだアングル画像から
直接再生を始めることもできます（55 ペー
ジ）。

• コントロールメニューを使ってアングルを選ぶ
ことができます（16 ページ）。

ご注意

ディスクによっては複数のアングルが記録され
ていても、切り換えを禁止している場合があり

ます。

スクロール
キー

2
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字幕を表示する
 

字幕が記録されているディスクは、再生中

に字幕を表示したり切り換えたりできま

す。語学の学習などに便利です。

1 再生中にスクロールキーを上
下に動かし、液晶画面に

「SUBTITLE」を表示させる。

2 リモコンを本機に向けて、ス
クロールキーを押す。
以下の画面が表示されます。

3 スクロールキーを繰り返し押
して、言語を選ぶ。

◆ DVD ビデオのとき

選べる言語はディスクによって異なり

ます。

4 桁の数字が表示されたときは、「言語

コード一覧表」（98 ページ）を参照し

てください。

◆ DVD-RW のとき

「入」を選びます。

字幕設定を解除するには
手順 3 で「切」を選びます。

z ヒント 
コントロールメニューを使って字幕を選ぶこと
ができます（16 ページ）。

ご注意

ディスクによっては字幕が記録されていても、
字幕を表示したり消したりすることや、切り換
えを禁止している場合があります。

スクロール
キー

1:
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画質を調整する（ビデ

オコントロール）

  

本機から出力する DVD やビデオ CD の映

像信号を調整し、お好みの画質を設定でき

ます。

ソフトに合わせて既存のビデオコントロー

ル設定から選べますが、「メモリー」を選

ぶと色や明るさなどの画質の各項目を個別

に調整できます。どちらの場合にも固定さ

れた１セットの画質調整項目が、ディスク

ごとに作成されます。

「視聴設定」の「プレイバックメモリー」

が「入」に設定されていると（お買い上げ

時の設定）、ディスク 300 枚分のビデオコ

ントロール設定が本機のメモリーに残り、

同じディスクを再生するたびに自動的に適

用されます。301 枚目のビデオコントロー

ル設定を保存すると、1 枚目の設定が取り

消されます。

1 再生中にビデオコントロール
ボタンを押す。
以下の画面が表示されます。

2 ビデオコントロールボタンを
繰り返し押して、画質の設定
を選ぶ。
お買い上げ時の設定は、下線の項目で

す。

• スタンダード：標準的な画質

• ダイナミック 1：コントラストの強い

メリハリのある画質

• ダイナミック 2：ダイナミック 1 より

コントラストの強いメリハリのある

画質

• シネマ 1：黒色を強調して暗い部分の

詳細を際立たせる

• シネマ 2：白色をより明るく、黒色を

より強調して、色あいのコントラス

トをつける

• メモリー：画質を項目ごとにより細

かく調整する

z ヒント 
• 映画を見るときは、「シネマ 1」または「シネマ

2」をお勧めします。
• コントロールメニューを使ってビデオコント

ロールを選ぶことができます（16 ページ）。

ご注意

DVD-RW（VR モード）では、ディスクトレイ
を開けたり本機をスタンバイモードにすると、
ビデオコントロール設定は解除されます。

画質を項目ごとに調整する
（メモリー）

次の項目を個々に調整できます。

• DVE（デジタルビデオエンハンサー）：

画像の輪郭を強調したり、ソフトにみせ

る。（「ソフト」は DVD のみ）

• BNR（ブロックノイズリダクション）：

画面上にモザイクのように現れるブロッ

クノイズを低減する。

• Y NR：

映像信号中の輝度成分に含まれるノイズ

を低減する。

• C NR：

映像信号中の色成分に含まれるノイズを

低減する。

• クロマディレイ：

映像中の色が水平方向にずれている場合

に、ずれを調整する。

C/X/x/c

決定ボタン

Oリターン

ビデオ
コントロール
ボタン

./>

1
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• AV　アライメント：

画像と音声のずれを調整する。

• プログレッシブ 1：

本機がプログレッシブ方式への変換方法

を決定する切り換えポイントを設定する。

「画面設定」の「コンポーネント出力」が

「プログレッシブ」に設定されていると、

ディスクがビデオ素材かフィルム素材か

を本機が自動的に検知し、素材に合わせた

方法でプログレッシブ信号に変換します。

設定位置が「VIDEO」に近いとビデオ素

材用の、「FILM」に近いとフィルム素材用

の変換方法が選ばれやすくなります。完全

に「VIDEO」に合っていると素材に関係

なく常にビデオ素材用の変換方法が選ば

れます。ビデオ素材とフィルム素材につい

て詳しくは「用語解説」をご覧ください

（93 ページ）。

• プログレッシブ 2：

ビデオ素材用の変換方法で処理される場

合プログレッシブ信号を調整する。風景な

どの静止画が多いソフトなら「STILL」側

に、カーチェイスなどのダイナミックな動

画が多いなら「MOVE」側に設定します。

• ピクチャー：

コントラストを調整する。

• 明るさ：

全体の明るさを調整する。

• 色の濃さ：

色をより濃く、またはより明るく調整す

る。

• 色あい：

色のバランスを調整する。

• ガンマ：

選んだ部分の明るさを調整する。「選択部

分の明るさを調整する（ガンマ補正）」（67

ページ）をご覧ください。

1 ビデオコントロールボタンを繰り
返し押して「メモリー」を選び、
決定ボタンを押す。

「DVE」調整画面が表示されます。

2 C/c で調整し、決定ボタンを押す。
設定内容が保存されます。

「BNR」調整画面が表示されます。

3 手順 2 を繰り返し、「BNR」や他
の項目をそれぞれ調整する。

4 「ガンマ t」が表示されたら、x を
押す。
ビデオコントロール画面 1 が表示され

ます。画面 2 を表示するには、もう一

度 x ボタンを押します。

全ての設定（ガンマ以外）の確認がで

きます。

ビデオコントロール画面 1

ビデオコントロール画面 2

画面表示を消すには
O リターンを押します。

z ヒント
• 調整した全ての項目をお買い上げ時の状態に戻

すには、手順 4 の画面 2 で「リセット」を選
び、決定ボタンを押します。

• 手順2で調整した内容を設定したくないときは、
X/x で内容を保存せずに次の画質調整項目に切
り換えることができます。

• テレビドラマ、テレビアニメ、ライブソフトな
どのビデオ素材の再生には、ビデオ処理が適し

ています。映画などのフィルム素材の再生に
は、フィルム処理が適しています。

C    0 1 : 3 2 : 5 5

DVE  1    2    3

C NR
Y NR
BNR
DVE

120ms

1  2  3

0   1  2

1  2  3

0

-  4
0
0
0
0

FILM VIDEO
STILL MOVE

1
2
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ご注意

•「BNR」設定で画像の輪郭がぼやけるときは
「切」を選んでください。
• ディスクの種類や再生している場面によって

は、BNR、YNR または CNR の効果がわかり

にくいことがあります。
• ディスクや再生している場面によっては、ディ

スク上のノイズがより目立つことがあります。
この場合は、BNR と DVE を一緒にご使用にな
ることをおすすめします。それでも改善されな
い場合は、DVE のレベルを下げるか、「ソフ
ト」を選んでください（DVD のみ）。

• DVD にはビデオ素材とフィルム素材の両方が
入っている物があります。
フィルム素材の映画とビデオ素材の「メイキン
グ」が 1 枚のディスクに入っている場合などで
す。

•「メモリー」の「プログレッシブ 1」または「プ
ログレッシブ 2」が設定されているときでも、

プログレッシブ映像の画質が不自然になったり
する場合、「プログレッシブ 1」を「VIDEO」
に設定してみてください。
それでも改善されない場合には、ビデオ信号を
インターレース方式に切り換えて
COMPONENT VIDEO OUT 端子から出力する
か、（81 ページ）他の端子から出力してくださ
い。

•「メモリー」で設定した「DVE」や「BNR」の
値は、「スタンダード」、「ダイナミック 1」、

「ダイナミック 2」、「シネマ 1」、「シネマ 2」
を選択した場合も有効です。

選択部分の明るさを調整する
（ガンマ補正）

テレビや視聴環境によっては映像の一部が

明るすぎて輪郭がぼやけたり、暗すぎて周

囲の暗い部分に溶け込んだりすることがあ

ります。ガンマ補正ではそれらの部分の明

るさを調整して、より見やすい映像にする

ことができます。「明るさ」では映像全体

の明るさが調整できますが、「ガンマ」は

部分的に明るさを調整したいときに便利で

す。

例：陰影に富んだシーンが多い映画で、風

景の隠れた細部を見たい場合

「明るさ」で調整すると映像全体が明るく

なり、元から明るい部分の輪郭がぼやけて

しまいます。「ガンマ」では暗い部分を選

択して、全体の陰影を損なうことなく、そ

の部分だけを徐々に明るくすることができ

ます。

1 「画質を項目ごとに調整する」の手
順 3 で X/x で「ガンマ」調整画
面を表示させ、決定ボタンまたは
c を押す。
ガンマ補正画面が表示されます。

2 X/x で調整したい明るさの部分を
選ぶ。
上方向が暗い部分、下方向が明るい部

分になります。

3 C/c で選んだ明るさの部分のレベ
ルを調整する。
C を押すとレベルが下がり（暗くな

り）、c を押すとレベルが上がり（明る

くなり）ます。

16 ～ 235 の値で設定できます。暗い

部分がそれより明るい部分を超えるよ

うな設定はできません。

OFF
1: ENGLISH
2: FRENCH
3: SPANISH

1: ENGLISH

32
64
96

128
160
192
224

0%

50

100

現在のガンマ設定数値

OFF
1: ENGLISH
2: FRENCH
3: SPANISH

1: ENGLISH

32
64
96

128
160
192
224

0%

50

100

黒（暗い部分）

選んでいる部分

白（明るい部分）

OFF
1: ENGLISH
2: FRENCH
3: SPANISH

1: ENGLISH

32
64

120
128
160
192
224

0%

50

100

調整すると
バーの位置と
数値が変わる

暗くなる 明るくなる
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4 手順2と3を繰り返して、明るさの
部分のレベルを調整する。
明るさごとのレベルをつないだ線は、

できるだけなだらかな曲線になるよう

に調整します。

極端な凹凸が出るように調整すると、

映像が乱れて表示されるように感じる

原因となります。画面で映像を見なが

ら、少しずつ値を調整してください。

調整を途中でやめたいときは、O リ

ターンを押します。

5 決定ボタンを押す。
設定内容が保存され､「ガンマ」調整

画面が表示されます。

ガンマ補正だけをお買い上げ時の設定

に戻すには
ガンマ補正画面で X/x で「リセット」を

選び、決定ボタンを押します。

z ヒント 
./> ボタンを押して、ガンマ補正画面の位
置を左右に移動させることができます。

OFF
1: ENGLISH
2: FRENCH
3: SPANISH

1: ENGLISH

0%

50

100

58
89
94

128
160
192
224

OFF
1: ENGLISH
2: FRENCH
3: SPANISH

1: ENGLISH

35
64

105
128
150
159
174

0%

50

100

暗い部分を明るく
するための例

明るい部分を暗く
するための例
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いろいろな機能を使う

ディスクに名前をつ
ける    

テキストが記録されていないディスクであ

れば、ディスクに名前をつけることができ

ます。ディスクメモはそれぞれのディスク

に 20 文字まで入力できます。

記録したディスクメモはディスクを取り出

しても記録されています。ディスクメモ

は、タイトルや、ミュージシャンの名前、

カテゴリー、購入日時など好きなものを記

録できます。

1 名前を付けたいディスクを入
れる。

2 画面表示ボタンを押す。
コントロールメニュー画面が表示され

ます。

3 X/xで （時間 / メモ）を
選び、決定ボタンを押す。

「ディスクメモ入力 t」が表示されま

す。

4 x を押して「ディスクメモ入力 
t」を選び、決定ボタンを押
す。
ディスクメモ入力画面が表示されま

す。

5 C/X/x/c を押すか、クリック
シャトルを回して文字を選ぶ。
選んだ文字の色が変わります。

6 決定ボタンを押す。

7 手順5と6を繰り返して文字を
入力する。

8 すべての文字を入力したら、
C/X/x/c を押して「SAVE」
を選び、決定ボタンを押す。
ディスクメモが記録されます。

画面表示
ボタン

決定ボタン

スクロール
キー

./>

クリア
ボタン

クリック
シャトル

C/X/x/c

1 8 ( 3 4 )
1 2 ( 2 7 )

T   : :
DVD

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWX
YZ 0123456789<>+– ✽ /=?  _@/

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWX
YZ 0123456789<>+– ✽ /=?  _@

   B

/
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画面表示を消すには
O リターンを押します。

文字を修正するには

1 ./> を押して、文字を挿入したい

箇所、または修正したい文字にカーソ

ルをあわせる。

2 クリアボタンを押す。

文字を挿入したり上書きするには

1 ./> を押して、修正したい文字に

カーソルをあわせる。

2 C/X/x/c を押すか、クリックシャトル

を回して文字を選ぶ。

3 文字を挿入するには、決定ボタンを押

す。

文字を上書きするには、./> を

押す。

ディスクメモを確認するには
スクロールキーを使って「TIME/TEXT」

を選び、リモコンを本機に向けてスクロー

ルキーを押します。スクロールキーを繰り

返し押し、ディスクメモを表示させます。

ご注意

ディスク 300 枚までディスクメモを記録するこ
とができます。300 枚を超えると、古いディス
クから上書きされます。

ディスクの再生を制
限する（カスタム視聴制限、

視聴制限）

本機には、ディスクの再生を制限する次の

2 種類の機能があります。

• カスタム視聴制限

本機で特定のディスクを再生できないよ

うにする。

• 視聴制限

視聴制限つき DVD ビデオの再生できる

シーンを制限する。制限されたシーンを

カットしたり、別のシーンに差し替えて

再生します。

カスタム視聴制限も視聴制限も、登録した

同じ暗証番号を使って設定します。

カスタム視聴制限―設定する
   

登録した暗証番号を使って、300 枚までの

ディスクにカスタム視聴制限を設定するこ

とができます。301 枚目のディスクを設定

すると、1 番最初に設定したディスクの制

限が解除されます。

画面表示
ボタン

X/x

決定ボタン

x

数字ボタン
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1 設定したいディスクを入れる。
ディスクを再生しているときは、x を

押して再生を止めます。

2 停止中に画面表示ボタンを押す。
コントロールメニュー画面が表示され

ます。

3 X/x で （視聴制限）を選び、
決定ボタンを押す。

「視聴制限」の設定項目が表示されま

す。

4 X/x で「入 t」を選び、決定ボタ
ンを押す。

◆ 暗証番号が登録されていないとき

暗証番号登録の画面が表示されます。

数字ボタンで 4 桁の暗証番号を入力

し、決定ボタンを押します。

暗証番号確認の画面が出ます。

◆ 暗証番号がすでに登録されていると

き

暗証番号入力の画面が出ます。

5 数字ボタンで 4 桁の暗証番号を入
力し、決定ボタンを押す。

「カスタム視聴制限を設定しました」

と表示され、コントロールメニュー画

面に戻ります。

カスタム視聴制限を解除するには

1 「カスタム視聴制限―設定する」の手

順 1 ～ 3 を繰り返す。

2 X/x で「切 t」を選び、決定ボタンを

押す。

3 数字ボタンで4桁の暗証番号を入力し、

決定ボタンを押す。

カスタム視聴制限―再生する

1 カスタム視聴制限が設定されたディス

クを入れる。

「カスタム視聴制限」の画面が表示さ

れます。

2 数字ボタンで4桁の暗証番号を入力し、

決定ボタンを押す。

再生できる状態になります。

z ヒント
暗証番号を忘れてしまったときは、「カスタム視
聴制限」画面で、暗証番号を入力する案内が表
示されているとき、6 桁の数字「199703」を数
字ボタンで入力します。画面に、新しい 4 桁の

暗証番号を入力する案内が表示されます。

視聴制限―設定する

DVD ビデオには、地域ごとに設けられた

レベル（見る人の年齢など）によって、

シーンの視聴を制限できるものがありま

す。視聴制限機能を使うと、この視聴制限

レベルを設定することができます。

1 8 ( 3 4 )
1 2 ( 2 7 )

T       1 : 3 2 : 5 5
DVD 

4

, 次のページへつづく
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1 停止中に画面表示ボタンを押す。
コントロールメニュー画面が表示され

ます。

2 X/x で （視聴制限）を選び、
決定ボタンを押す。

「視聴制限」の設定項目が表示されま

す。

3 X/x で「プレーヤー t」を選び、
決定ボタンを押す。

◆ 暗証番号が登録されていないとき

暗証番号登録の画面が表示されます。

数字ボタンで 4 桁の暗証番号を入力

し、決定ボタンを押す。

暗証番号確認の画面が出ます。

◆ 暗証番号がすでに登録されていると

き

暗証番号入力の画面が出ます。

4 数字ボタンで 4 桁の暗証番号を入
力し、決定ボタンを押す。
視聴制限のレベル設定変更の画面が表

示されます。

5 X/x で「使用する地域」を選び、
決定ボタンを押す。

「使用する地域」の選択項目が表示さ

れます。

6 X/x で視聴制限レベルの基準にす
る地域を選び、決定ボタンを押す。
地域が選ばれます。

「その他 t」を選んだときは、73 

ページの表から地域コードを選び、数

字ボタンで入力します。

7 X/x で「レベル」を選び、決定ボ
タンを押す。

「レベル」の選択項目が表示されます。

画面表示
ボタン

X/x

決定ボタン

H

数字ボタン

1 8 ( 3 4 )
1 2 ( 2 7 )

T       1 : 3 2 : 5 5
DVD 

4
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8 X/x で制限するレベルを選び、決
定ボタンを押す。
視聴年齢制限の設定が終了します。

レベルの数字が小さいほど制限が厳し

くなります。

視聴制限を解除するときは
手順 8 で「レベル」を「切」にします。

視聴制限―再生する

1 ディスクを入れて、H を押す。

視聴制限の暗証番号入力画面が表示さ

れます。

2 数字ボタンで 4桁の暗証番号を入力し、

決定ボタンを押す。

再生が始まります。

z ヒント
登録した暗証番号を忘れてしまったときは、

ディスクを取り出し、「視聴制限―設定する」の
手順 1 ～ 3 にしたがって操作します。暗証番号
を入力する案内が表示されたら、6 桁の数字

「199703」を数字ボタンで入力して、決定ボタ
ンを押します。画面に新しい 4 桁の暗証番号を
登録する案内が表示されます。
新しい暗証番号を入力して、ディスクを本機に
入れなおし、H を押します。暗証番号入力画面

が表示されるので、新しい暗証番号を入力しま
す。

ご注意

• 視聴制限機能がないディスクは、本機で視聴制
限をしても再生は制限できません。

• ディスクによっては、再生中に視聴設定の変更
を要求される場合があります。その場合、暗証

番号を入力し、レベルを変更してください。つ
づき再生が解除されたときに、設定したもとの
レベルに戻ります。

◆地域コード

暗証番号を変更するには

1 停止中に画面表示ボタンを押す。
コントロールメニュー画面が表示され

ます。

2 X/x で （視聴制限）を選び、
決定ボタンを押す。

「視聴制限」の設定項目が表示されま

す。

3 X/x で「暗証番号変更 t」を選
び、決定ボタンを押す。
暗証番号入力の画面が表示されます。

4 数字ボタンで 4 桁の暗証番号を入
力し、決定ボタンを押す。

5 数字ボタンで新しい 4 桁の暗証番
号を入力し、決定ボタンを押す。

6 確認のため、数字ボタンでもう一
度暗証番号を入力し、決定ボタン
を押す。

8:              
7:              
6:              
5:              

NC17
R

4:              PG13

使用する地域 コード番号

アルゼンチン 2044

イギリス 2184

イタリア 2254

インド 2248

インドネシア 2238

オーストラリア 2047

オーストリア 2046

オランダ 2376

カナダ 2079

韓国 2304

シンガポール 2501

スイス 2086

スウェーデン 2499

スペイン 2149

タイ 2528

中国 2092

チリ 2090

デンマーク 2115

ドイツ 2109

日本 2276

ニュージーランド 2390

ノルウェー 2379

パキスタン 2427

フィリピン 2424

フィンランド 2165

ブラジル 2070

フランス 2174

ベルギー 2057

ポルトガル 2436

マレーシア 2363

メキシコ 2362

ロシア 2489

使用する地域 コード番号

, 次のページへつづく
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暗証番号を間違えたときは
決定ボタンを押す前に、C を押して入力し

なおします。

間違えたときは
O リターンを押します。

画面表示を消すには
画面表示が消えるまで画面表示ボタンを押

します。

操作音を鳴らす
（お知らせビープ）

次のような操作をしたときに、操作音を鳴

らすことができます。

お買い上げ時は操作音が鳴らないように設

定されています。

お知らせビープ機能を設定す
る

1 本体の ?/1（電源）ボタンまたは
リモコンの電源ボタンを押す。
?/1 ランプが緑に点灯します。

ディスクがディスクトレイに入ってい

るときは、A を押してディスクを取り

除いたあと、ディスクトレイを閉じて

ください。

操作 操作音

電源を入れたとき 「ピッ」

電源を切ったとき 「ピピッ」

H を押したとき 「ピッ」

X を押したとき 「ピピッ」

再生が止まったとき 「ピーッ」

禁止されている操作をした
とき

「ピピピッ」

A

X

電源ボタン

?/1（電源）ボタン

?/1 ランプ
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2 本体の X を 2 秒以上押す。
「ピッ」と操作音が鳴って、お知らせ

ビープ機能が設定されます。

お知らせビープ機能を解除するには
ディスクが入っていないときに、本体の X

を 2 秒以上押します。「ピピッ」と操作音

が鳴って、お知らせビープ機能が解除され

ます。

付属のリモコンでテ
レビやアンプを操作
する
リモコン信号をお手持ちのテレビのメー

カーに合わせると、本機のリモコンでテレ

ビの音量や電源などを操作できます。

また、AV アンプに本機をつないでいると

きは、本機のリモコンでアンプの音量を調

整することもできます。

ご注意

• テレビや AV アンプによってはメーカー番号を
合わせても操作できないことや、一部のボタン
が使えないことがあります。

• メーカー番号を入力すると、それまでのメー
カー番号は消えます。

• リモコンの電池を取り換えたときは、メーカー
番号が自動的にお買い上げ時の設定に戻ること

があります。その場合は、メーカー番号をもう
一度入力し直してください。

リモコンで各社のテレビを操
作する

電源ボタン

音量＋ / －
ボタン
ワイド切換
ボタン

TV/DVD
スイッチ

スクロール
キー

チャンネル
＋ / －ボタン

入力切換
ボタン

, 次のページへつづく
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1 TV/DVD スイッチを「TV」にす
る。

2 リモコンの電源ボタンを押したま
ま、スクロールキーを押す｡
液晶部分に「TV P-1」と表示され、

メーカー設定できる状態になります｡

3 電源ボタンをはなす。

4 スクロールキーを上下に動かして、
メーカー番号を選ぶ。

5 設定したい番号を選んだら、スク
ロールキーを押す。
メーカー番号が点滅し､設定されまし

た｡

TV/DVD スイッチを「TV」にすると、

以下のボタンを使ってテレビの操作が

できるようになります。

メーカー番号
メーカー番号が 2 つ以上あるときは、順に

試してテレビが操作できる番号をお選びく

ださい。

押すボタン できること

電源 テレビの電源を入 / 切する

音量＋ / － テレビの音量を調整する

チャンネル
＋ / －

テレビのチャンネルを切り換
える

ワイド切換 テレビのワイドモードを切り
換える

入力切換 テレビの入力を切り換える

テレビのメーカー メーカー番号

ソニー 1（お買い上げ時の
設定）、12

アイワ 17

NEC 9

三星電子（SAMSUNG）18

三洋電機 7、15

シャープ 8、16

東芝 3

日本ビクター 6

パイオニア 10

日立製作所 4

富士通ゼネラル 11

フナイ 14

松下電器 2、13

三菱電機 5
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AV アンプの音量を操作する

1 TV/DVD スイッチを「DVD」に
する。

2 リモコンの電源ボタンを押したま
ま、スクロールキーを押す。
液晶部分に「AV P-90」と表示され、

メーカー設定できる状態になります｡

3 電源ボタンをはなす。

4 スクロールキーを上下に動かして、
メーカー番号を選ぶ。

5 設定したい番号を選んだら、スク
ロールキーを押す。
メーカー番号が点滅し、設定が完了し

ました｡

音量＋ / －ボタンで AV アンプの音量

を調整できるようになります。

◆ テレビの音量を調整するには

TV/DVD スイッチを「TV」にしてか

ら操作します。

メーカー番号
メーカー番号が 2 つ以上あるときは、順に

試して AV アンプが操作できるものをお選

びください。

z ヒント 
90（お買い上げ時の設定）に設定すると TV/

DVD スイッチが「DVD」のときでもテレビの音
量を調整することができます。

電源ボタン

音量
＋ / －ボタン

TV/DVD
スイッチ

スクロール
キー

AV アンプのメー

カー

メーカー番号

ソニー 80、88、89、91

オンキョー 81、82、83

ケンウッド 92、93

山水電気 87

デノン 84、85、86

パイオニア 99

松下電器 97、98

ヤマハ 94、95、96
77
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設定と調整

設定画面を使う
設定画面を使って、画質や音声などさまざ

まな設定ができます。また、DVD の字幕

の言語やメニューの表示言語の設定なども

できます。各項目について詳しくは、79

～ 86 ページをご覧ください。

ご注意

あらかじめ再生条件がディスクに設定されてい
るものがあります。その場合はディスクの情報
が有効になります。

1 停止中に画面表示ボタンを押
す。
コントロールメニュー画面が表示され

ます。

2 X/x で （設定）を選び、
決定ボタンを押す。

「設定」の設定項目が表示されます。

3 X/x で「カスタム」を選び、決
定ボタンを押す。
設定画面が表示されます。

4 X/x で「言語設定」「画面設定」
「視聴設定」「オーディオ設定」
「スピーカー設定」の中から、
設定したい項目を選び、決定
ボタンを押す。
選択した項目の画面が表示されます。

例：「画面設定」

5 X/x でさらに設定項目を選び、
決定ボタンを押す。
設定項目の内容が一覧表示されます。

例：「TV タイプ」の設定内容

6 X/x で設定内容を選び、決定ボ
タンを押す。
設定内容が選ばれ、設定が終了しま

す。

画面表示
ボタン

X/x

決定ボタン

 ( 47 )

           :      : 
DVD 

TV 16:9

4:3 

項目

選択した項目

4:3 

TV 16:9

4:3
4:3

16:9

設定内容
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例：「4：３パンスキャン」

画面表示を消すには
画面表示が消えるまで画面表示ボタンを押

します。

クイック設定をするには
手順 3 で「クイック」を選んで、決定ボタ

ンを押すとクイック設定ができます。「手

順 4：クイック設定をする」（33 ページ）

の手順 5 以降にしたがって、設定していき

ます。

お買い上げ時の設定に戻すには

1 手順 3 で「リセット」を選び、決定ボ

タンを押す。

2 X/x で「はい」を選ぶ。

「いいえ」を選び、決定ボタンを押す

とコントロールメニュー画面に戻りま

す。

3 決定ボタンを押す。

すべての設定をリセットするまで数秒

かかります。

リセット中はリモコンの電源ボタンや

本体の ?/1（電源）ボタンを押して、

電源を切らないでください。

表示言語や音声言語
の設定（言語設定）

画面や音声の言語を設定します。

設定画面で「言語設定」を選びます（「設

定画面を使う」78 ページ）。

◆画面表示言語
画面の表示言語を切り換えます。

◆メニュー言語（DVD ビデオのみ）
ディスクのメニューの言語を切り換えま

す。

◆音声言語（DVD ビデオのみ）
音声の言語を切り換えます。

「オリジナル」を選ぶと、ディスク内で優

先されている言語が選ばれます。

◆字幕言語（DVD ビデオのみ）
字幕の言語を切り換えます。

「音声連動」を選ぶと、音声の言語に合わ

せて字幕の言語が切り換わります。

z ヒント
「メニュー言語」「音声言語」「字幕言語」で「そ
の他 t」を選んだときは、言語コード一覧表

（98 ページ）から言語コードを選び入力してく

ださい。数字ボタンで言語コードを入力します。

ご注意

「メニュー言語」「音声言語」「字幕言語」で選ん
だ言語がディスクに記録されていないときは、
記録されている言語のいずれかが選ばれます。

4:3 

TV 4:3

選択した設定内容
79
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画像に関する設定
（画面設定）

接続するテレビに合わせて設定します。

設定画面で「画面設定」を選びます（「設

定画面を使う」78 ページ）。

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。

◆ TV タイプ
接続するテレビの画面の種類（ワイドテレ

ビまたは従来の 4：3 画面テレビ）を設定

します。

ご注意

DVD によっては「4:3 レターボックス」あるい
は「4:3 パンスキャン」に設定していても、自動
的にどちらかで再生されるものがあります。

◆スクリーンセーバー
一時停止または停止したままで 15 分経つ

か、スーパーオーディオ CD や CD、デー

タ CD（MP3 音声）を 15 分以上再生する

と、スクリーンセーバーの画面に切り換わ

るよう設定します。画像の焼き付き（残像

現象）を防ぐのに役立ちます。H を押す

と、スクリーンセーバー画面は消えます。

◆背景画面
停止中やスーパーオーディオ CD/CD/

データ CD 再生中などの、画面の背景色や

背景画面を設定します。

16:9 ワイドテレビまたは、ワイド
モードのあるテレビとつなぐと
き

4:3
レター
ボックス

4:3 画面のテレビとつなぐとき。
ワイド画像は横長のまま表示
し、画面の上下は黒く表示する

4:3
パンスキャ
ン

4:3 画面のテレビとつなぐとき。
ワイド画像は映像の左右を自動
的にカットしてテレビ画面全体
に表示する

TV 16:9

4:3 

16:9

4:3 レターボックス

4:3 パンスキャン

入 スクリーンセーバーを使う

切 スクリーンセーバーを使わない

ジャケット
ピクチャー

ディスク（CD-EXTRA など）
にあらかじめ記録されている
ジャケットピクチャー（静止画
像）を表示する。ディスクに
ジャケットピクチャーが記録さ
れていないときは、「グラ
フィックス」の画像が表示され
る

ピクチャー
メモリー

あらかじめ自分で本機に記録し
た画像を背景画面にする。画像
を記録する方法は、下記の「画
像を記憶する」を参照

グラフィッ
クス

あらかじめ本機に記録されてい
る静止画像を表示する

青 背景色を「青」にする

黒 背景色を「黒」にする
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画像を記憶する
再生中に記録したい画像を表示させて、リ

モコンのピクチャーメモリーボタンを押し

ます。

ご注意

画像を記録させている途中に他の操作をすると

画像は記録されません。

◆黒レベルセットアップ
本機の COMPONENT VIDEO OUT 端子以

外から出力された映像（NTSC）信号の、

黒レベル（セットアップレベル）の基準レ

ベルを切り換えます。

◆黒レベルセットアップ（コンポーネ

ント出力）
本機の COMPONENT VIDEO OUT 端子か

ら出力された映像（NTSC）信号の、黒レ

ベル（セットアップレベル）の基準レベル

を切り換えます。「コンポーネント出力」

で「プログレッシブ」が選ばれていると設

定できません。

ご注意

PAL カラーシステムで記録されたディス

クには対応していません。

◆コンポーネント出力
本機の COMPONENT VIDEO OUT の Y、

PB/CB、PR/CR 端子および D1/D2 端子か

ら出力される映像信号の方式を選びます。

映像信号の方式については、「用語解説」

（93 ページ）をご覧ください。

「プログレッシブ」に設定して見れな

くなったら
プログレッシブ（525p）方式に対応して

いないテレビをつないでいるときに「プロ

グレッシブ」を選んだ場合、またはソフト

に記録されたビデオ信号がプログレッシブ

方式への変換に適さない場合には、イン

ターレース方式に切り換えてください。

1 本機裏面の COMPONENT VIDEO 

OUT/SCAN SELECT スイッチを

「INTERLACE」にする。

2 「コンポーネント出力」を「インター

レース」にする。

3 COMPONENT VIDEO OUT/SCAN 

SELECT スイッチをもう一度動かして

「SELECTABLE」にする。

COMPONENT VIDEO OUT 端子から

出力する場合、通常「SELECTABLE」

にします。「コンポーネント出力」で

設定した項目を有効にするには、必ず

「SELECTABLE」にしてください。

ご注意

「プログレッシブ」は PAL カラーシステムの映
像信号には対応していません。「コンポーネント

出力」を「プログレッシブ」に設定しても、自
動的にインターレース方式に変換して映像信号
を出力します。

切 出力信号の黒レベルを基準レベル
にする。通常はこの設定にする

入 黒レベルの基準レベルを上げる。
テレビに映る画像が極端に暗いと
きは、この設定にする

切 出力信号の黒レベルを基準レベル
にする。通常はこの設定にする

入 黒レベルの基準レベルを上げる。
テレビに映る画像が極端に暗いと
きは、この設定にする

ピクチャー
メモリーボタン

インター
レース

通常のテレビ（インターレース
方式）につないでいるときに選
ぶ

プログレッ
シブ

プログレッシブ（525p）方式
に対応したテレビにつないでい
るときに選ぶ（NTSC のみ）

, 次のページへつづく
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「コンポーネント出力」を「プログ

レッシブ」にしたとき
• 4:3 出力

アスペクト比が 4:3 の映像をプログレッシ

ブ方式で出力するときの、処理のしかたを

設定します。プログレッシブ（525p）方

式対応のテレビでアスペクト比を変更でき

るときは、テレビの設定を変更してくださ

い。

視聴に関する設定
（視聴設定）

再生するときの視聴に関する設定を再生な

どの条件に合わせて設定します。

設定画面で「視聴設定」を選びます（「設

定画面を使う」78 ページ）。

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。

◆自動再生
電源が入ったときの動作を設定します。本

機をタイマー（別売り）と接続したときに

設定すると便利です。

◆表示の明るさ
本体の表示窓の明るさを調整します。

◆一時停止モード（DVD ビデオ /

DVD-RW のみ）
一時停止にしたときの画像のモードを設定

します。

フル 接続しているテレビでアスペク
ト比を切り替えられるときに選
ぶ

ノーマル アスペクト比が固定で、テレビ
で切り替えられないときに選
ぶ。16:9 のテレビでは左右に
黒い帯が入った状態で表示さ
れ、4:3 のテレビでは上下左右
に黒い帯が入った状態で表示さ
れる

16:9 のテレビ 4:3 のテレビ

切 自動再生しない

入 電源が入ったとき、自動で再生
を始める

明 明るくする

暗 暗くする

オート暗 しばらくの間操作しないと暗く
なる

オート消 しばらくの間操作しないと消え
る

消 表示を消す

自動 大きく動きのある被写体のある
画像がぶれずに見られる。通常
はこの設定にする

フレーム 動きの少ない被写体の画像が高
い解像度で見られる

CD



設
定

と
調

整
◆プレイバックメモリー
各ディスクごとの「字幕」や「画質調整」

などの設定をディスク 300 枚まで本機に

記憶させておくことができます（プレイ

バックメモリー）。ディスクの設定を記憶

させるかどうかの設定をします。

次の設定が記憶されます。

• ブックマーク（54 ページ）**

• 音声（60 ページ）*

• アングル（63 ページ）*

• 字幕（64 ページ）*

• ディスクメモ（69 ページ）***

• ビデオコントロール（65 ページ）**

* DVD ビデオのみ
**DVD ビデオ / ビデオ CD のみ
***DVD ビデオ / ビデオ CD/ スーパーオーディ

オ CD/CD のみ

ご注意

本機に記憶されたディスクが 300 枚をこえると、
記憶された順序の古いものから記憶が消えます。

◆音声トラック自動選定モード

（DVD ビデオのみ）
複数の音声記録方式が記録されている

DVD ビデオを再生するときに、チャンネ

ル数の最も多い音声記録方式（PCM、

MPEG オーディオ、DTS、ドルビーデジ

タル）を優先して再生することができま

す。

ご注意

• この設定を「入」にすると、言語が切り換わる
ことがあります。これは「音声トラック自動選
定モード」の設定が「言語設定」の「音声言

語」（79 ページ）より優先されるためです。
• PCM、MPEG オーディオ、DTS、ドルビーデ

ジタルのチャンネル数が同じ場合、PCM、
MPEG オーディオ、DTS、ドルビーデジタル
の順で優先されます。

◆つづき再生機能（DVD ビデオ、ビ

デオ CD のみ）
つづき再生を設定します。設定すると 300

枚のディスクまでつづき再生を本機に記録

することができます（40 ページ）。

◆ブックマークリセット t

ブックマークをリセットします。

「ブックマークリセット t」画面で決定ボ

タンを押すと、本機に登録しているすべて

のディスクのブックマークが消去されま

す。

◆ CD ダイレクト
CD 再生に不要な回路を使わずに再生する

機能です。設定を有効にするために、ディ

スクトレイを開 / 閉してください。

この機能は次の端子からの出力に効果があ

ります。

- AUDIO OUT L/R（1、2）端子

- 5.1CH OUTPUT 端子

ご注意

DTS を含む CD を再生中に「入」を選ぶとノイ
ズが出ます。

入 ディスクを取り出すとき、また
はディスクを入れたまま電源ボ
タンを押してスタンバイモード
にしたときに、設定を記憶する

切 設定を記憶しない

切 優先しない

入 優先する

入 300 枚のディスクまでつづき
再生を記録する（「切」に設定
しても、記録は消去されませ
ん）

切 本機にディスクを入れたままの
ときを除き、つづき再生を記録
しない

切 DTS を含む CD を再生すると
きに選ぶ

入 普通の CD に不要な回路を使わ
ずに再生できる
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音声に関する設定
（オーディオ設定）

再生するときの音の設定を、再生や接続な

どの条件に合わせて設定します。

設定画面で「オーディオ設定」を選びます

（「設定画面を使う」78 ページ）。

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。

◆オーディオ ATT（attenuation
アテニュエイション

）
本機の音声出力レベルを低くして、音が歪

まないようにします。

この機能は、次の端子からの出力に効果が

あります。

- AUDIO OUT L/R（1、2）端子

- 5.1CH OUTPUT 端子

◆オーディオ DRC（Dynamic
ダイナミック

 

Range
レンジ

 Control
コントロール

）（DVD ビデオ /

DVD-RW のみ）

DVD の音量を下げて聞くときに、小さい

音までよく聞こえるようにします。オー

ディオ DRC に対応の DVD にのみ効果が

あります。

この機能は、次の端子からの出力に効果が

あります。

- AUDIO OUT L/R（1、2）端子

- 5.1CH OUTPUT 端子

-「ドルビーデジタル」を「ダウンミックス

PCM」に設定したときの DIGITAL OUT 

OPTICAL および COAXIAL 端子（84 

ページ）

◆オーディオフィルター（スーパー

オーディオ CD をのぞく）
22.05kHz（Fs - サンプリング周波数 - 

44.1kHz のとき）、24kHz（Fs 48kHz）、

48kHz（Fs 96kHz のとき）以上の雑音を

除去するために使う、デジタルフィルター

の種類を選びます。

ご注意

ディスクや視聴条件によっては、効果がわかり
にくいことがあります。

◆ダウンミックス（DVD ビデオ /

DVD-RW のみ）
リアスピーカーの音声成分（チャンネル）

を含むドルビーデジタルまたは DTS 方式

で記録されている DVD を 2 チャンネルに

変換して再生するとき、この設定を切り換

えます。リア音声成分（チャンネル）につ

いて詳しくは「再生しているチャンネルを

表示する」（61 ページ）をご覧ください。

この設定は、次の端子からの出力に効果が

あります。

- AUDIO OUT L/R（1、2）端子

-「ドルビーデジタル」と「DTS」を「ダ

ウンミックス PCM」に設定したときの

DIGITAL OUT OPTICAL および

COAXIAL 端子（85 ページ）

切 通常はこの設定にする

入 スピーカーからの音が歪むとき
などにこの設定を選ぶ

スタンダー
ド

通常はこの設定にする

ATT
DRC

DTS

PCM
MPEG PCM

48kHz/96kHz PCM:
PCM

48kHz/16bit

テレビ 小さい音までよく聞こえるよう
にする

ワイド
レンジ

迫力のある音になる

シャープ フラットな音質で明瞭な音像定
位が得られる。通常はこの設定
にする

スロー 雰囲気のあるあたたかい音が得
られる

ドルビー
サラウンド

ドルビーサラウンド（プロロ
ジック）対応のオーディオ機器
を接続しているときに選ぶ

ノーマル ドルビーサラウンド（プロロ
ジック）に対応していないオー
ディオ機器を接続したときに選
ぶ
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◆音声デジタル出力
DIGITAL OUT OPTICAL および

COAXIAL 端子から音声信号を出力するか

しないかを選びます。

ご注意

スーパーオーディオ CD の音声はデジタル端子
から出力されません。

音声デジタル出力の信号を設定する
DIGITAL OUT OPTICAL または

COAXIAL 端子に、デジタル入力端子のあ

る AV アンプや MD デッキなどの機器をつ

ないだときの、音声信号の出力方式を設定

します。

接続について詳しくは、27 ページをご覧

ください。

「音声デジタル出力」で「入」を選んでか

ら、「ドルビーデジタル」および

「MPEG」、「DTS」、「48kHz/96kHz 

PCM」を設定してください。

設定した音声信号の出力方式に対応してい

ない機器を接続していると、音が出なかっ

たり異音が出て耳に悪影響を及ぼしたり、

スピーカーを破損したりすることがありま

す。

• ドルビーデジタル（DVD ビデオ /DVD-

RW のみ）

ドルビーデジタル信号のデジタル出力方式

を選びます。

• MPEG（DVD ビデオ /DVD-RW のみ）

MPEG 信号のデジタル出力方式を選びま

す。

• DTS（DVD ビデオのみ）

DTS 信号のデジタル出力方式を選びます。

• 48kHz/96kHz PCM（DVD ビデオのみ）

オーディオ信号のサンプリング周波数を選

びます。

入 通常はこの設定にする。この設
定を選んだら、「音声デジタル
出力の信号を設定する」を設定
する

切 デジタル回路がアナログ回路に
与える影響を最小限に抑えられ
る

ATT
DRC

DTS

PCM

48kHz/96kHz PCM:
PCM

MPEG PCM

48kHz/16bit

ダウンミッ
クス PCM

ドルビーデジタルデコーダーを
内蔵していないオーディオ機器
を接続しているときに選ぶ。出
力される信号のサラウンド効果
の有無は「オーディオ設定」の

「ダウンミックス」の設定に
よって決まる（84 ページ）

ドルビー
デジタル

ドルビーデジタルデコーダー内
蔵のオーディオ機器を接続して
いるときに選ぶ

PCM MPEG デコーダーを内蔵して
いないオーディオ機器を接続し
ているときに選ぶ

MPEG MPEG デコーダーを内蔵して
いるオーディオ機器を接続して
いるときに選ぶ

ダウンミッ
クス PCM

DTS デコーダーを内蔵してい
ないオーディオ機器を接続した
ときに選ぶ

DTS DTS デコーダー内蔵のオー
ディオ機器を接続しているとき
に選ぶ

48kHz/
16bit

DVD ビデオのオーディオ信号
は 48kHz/16bit に変換されて
出力される

96kHz/
24bit

96kHz/24bit の信号を含むす
べての信号がそのまま出力され
る。ただし、著作権保護のため
の信号が含まれているときは
48kHz/16bit で出力される

, 次のページへつづく
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ご注意

• 96kHz/24bit に設定しているときでも、サラ
ウンドが選ばれているときは、サンプリング周
波数は 48kHz/16bit に変換されます。

• 音声信号が AUDIO OUT L/R（1、2）または

5.1CH OUTPUT 端子から出力されるときは、
サンプリング周波数は 96kHz なら 96kHz の
ままアナログ信号に変換されて出力されます。

スピーカーの設定を
する（スピーカー設定）

サラウンド効果を充分に楽しむために、つ

ないだスピーカーの大きさと、リスニング

ポジションからスピーカーまでの距離を設

定します。またテストトーンを使って、各

スピーカーの音量が同じレベルになるよう

に調整します。

この設定は、5.1 CH OUTPUT 端子でス

ピーカーを接続している場合に有効です

（31 ページ）。

スーパーオーディオ CD 用とそれ以外の

ディスク用に、別々の設定をすることがで

きます。「SUPER AUDIO CD」で何も設定

していないときは、スーパーオーディオ CD

再生時は「DVD」の設定が有効になります。

1「設定画面を使う」（78 ページ）
の手順 1 ～ 4 で、「スピーカー
設定」を選ぶ。

2 X/x で「DVD」または
「SUPER AUDIO CD」を選
び、決定ボタンを押す。

例：「DVD」を選んだとき

最初の設定に戻すには
項目を選んでクリアボタンを押します。「大

きさ」の設定は戻すことはできません。

SUPER AUDIO CD:
DVD:

(DVD)

:
( ):
( ): 

:
:
:

:
:

:



設
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◆大きさ
つないだスピーカーの大きさを選びます。

•フロント

•センター

•リア

•サブウーファー

ご注意

• 本機ではサブウーファーのカットオフ周波数は
120Hz に固定されています。

• ご使用のスピーカーで低音再生が充分にできな

い場合は、低音再生用にサブウーファーをお使
いいただくことをおすすめします。スピーカー
設定を「小」に設定すると、低域再配分回路が
働き、設定されたスピーカーの低域成分がサブ
ウーファーから出力されます。

• 6 個以下のスピーカーに接続しているときは、
本機の音声信号は、フロントスピーカーに配分

されます。

◆距離
各スピーカーの距離は次のように設定しま

す。まず、「フロント」でリスニングポジ

ションからフロントスピーカーまでの距離

Aを設定します。続いて、実際のセンター

とリア、サブウーファーのスピーカーの距

離になるように「センター」B と「リア」

C、「サブウーファー」Dの値を調整します。

スピーカーを動かしたときは、スピーカー

の位置に合うようにフロントから設定をや

り直してください。

カッコ内の数値はお買い上げ時の設定値で

す。

大 通常はこの設定にする

小 低音再生が充分にできないス
ピーカーをつないだときに選
ぶ。

大 通常はこの設定にする

小 低音再生が充分にできないス
ピーカーをつないだときに選
ぶ。

なし センタースピーカーを接続しな
い場合に選ぶ

大 通常はこの設定にする

小 低音再生が充分にできないス
ピーカーをつないだときに選
ぶ。

なし リアスピーカーを接続しない場
合に選ぶ

あり サブウーファーを接続した場合
に選ぶ。LFE（低音増強）信号
はサブウーファーから出力され
る

なし サブウーファーを接続しない場
合に選ぶ

フロント
（3m）

1 ～ 15m の範囲。0.05m 刻み

センター
（3m）

「フロント」の設定距離を基準
に、± 2m の範囲。0.05m 刻
み。例えば、「フロント」を 6m
に設定した場合、「センター」
は 4～ 8m の範囲に設定できる

リア（3m）「フロント」の設定距離から、
－ 5 ～＋ 2mの範囲。0.05m
刻み。例えば、「フロント」を
6m に設定した場合、「リア」は
1 ～ 8m の範囲で設定できる

サブ
ウーファー

（3m）

「フロント」の設定距離から、
－ 5 ～＋ 2mの範囲。0.05m
刻み。例えば、「フロント」を
6m に設定した場合、「サブウー
ファー」は 1 ～ 8m の範囲で設
定できる

B

D

A A

C C

, 次のページへつづく
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ご注意

両方のフロントスピーカーまたはリアスピー
カーがリスニングポジションから同じ距離に設
置されていない場合は、リスニングポジション
に近いほうのスピーカーの距離を設定します。

◆レベル調整（フロント）
各フロントスピーカーのレベルは次のよう

に調整します。「テストトーン」を「入」に

設定しておくと簡単に調整できます。

カッコ内の数値はお買い上げ時の設定値で

す。

◆レベル調整（リア）
各リアスピーカーのレベルは次のように調

整します。「テストトーン」を「入」に設

定しておくと簡単に調整できます。

カッコ内の数値はお買い上げ時の設定値で

す。

すべてのスピーカーの音量を同時に調

整するには
アンプ側で音量調整をします。

◆テストトーン
スピーカーからテストトーンを聞くことが

できます。5.1CH OUTPUT 端子で接続し

ているときにこの設定をして、「レベル調整

（フロント）」と「レベル調整（リア）」を調

整します。

スピーカーの音量を調節する

1 設定画面で「スピーカー設定」を
選び、決定ボタンを押す。

2 「テストトーン」を選び、「入」に
する。
各スピーカーから順番にテストトーン

が聞こえます。

3 リスニングポジションの位置から、
「レベル調整（フロント）」または
「レベル調整（リア）」を選び、 X/
x で設定を調整する。
調整している間は、調整している左右

スピーカーから同時にテストトーンが

聞こえます。

4 調整が終わったら、「切」にして、
テストトーンを消す。

ご注意

デジタル出力端子からテストトーンは出力され
ません。

L（0dB） － 6dB ～ 0dB の範囲。0.5dB
刻み

R（0dB） － 6dB ～ 0dB の範囲。0.5dB
刻み

センター
（0dB）

－ 12dB ～ 0dB の範囲。
0.5dB 刻み

サブウー
ファー

（DVD：
－ 5dB/
SUPER 
AUDIO 
CD：0dB）

DVD：
（「大きさ」がお買い上げ時の設
定のとき）

－ 10dB ～ 10dB の範囲。
0.5dB 刻み。

（「大きさ」がお買い上げ時の設
定ではないとき）

－ 15dB ～ 5dB の範囲。
0.5dB 刻み。

SUPER AUDIO CD：
－ 10dB ～ 10dB の範囲。
0.5dB 刻み。

L（0dB） － 12dB ～ 0dB の範囲。
0.5dB 刻み。

R（0dB） － 12dB ～ 0dB の範囲。
0.5dB 刻み。

切 テストトーンは出ない

入 レベルを調整している間、調整
しているスピーカーから順番に
テストトーンが聞こえる



そ
の

他

その他

故障かな？と思った
ら
本機の調子がおかしいとき、修理に出す前

にもう 1 度点検してください。それでも正

常に動作しないときは、お客様ご相談セン

ターまたは、ソニーサービス窓口、お買い

上げ店にお問い合わせください。

電源

電源が入らない。 
, 電源コードがしっかり差し込まれてい

るか確認する。

映像

映像が出ない、乱れる。
, 接続コードのプラグをしっかり差しな

おす。

, 接続コードが断線している。

, テレビの接続を確認し（23 ページ）、

テレビの入力を本機の映像が映るよう

に切り換える。

, ディスクに汚れや傷がある。

, ハイビジョンテレビ専用のコンポーネ

ントビデオ入力端子（Y/PB/PR）に本

機を接続している。S 映像コードまた

は映像コードで接続する。

, プログレッシブ（525p）方式に対応

していないテレビとつないでいるとき

に、設定画面の「画面設定」の「コン

ポーネント出力」で「プログレッシ

ブ」を選んでいる。

本体裏面の COMPONENT VIDEO 

OUT/SCAN SELECT スイッチを

「INTERLACE」にする。画面が見える

ようになったら「コンポーネント出

力」を「インターレース」に戻し（81 

ページ）、本体裏面の COMPONENT  

VIDEO OUT/SCAN SELECT スイッ

チを「SELECTABLE」に戻す。

, プログレッシブ（525p）方式に対応

しているテレビでも、設定画面の「画

質設定」の「コンポーネント出力」で

「プログレッシブ」を選ぶと映像が乱

れることがある。この場合は「コン

ポーネント出力」を「インターレー

ス」にする（81 ページ）。

, 本機の映像出力をビデオデッキを経由

してテレビに接続したり、ビデオ一体

型テレビに接続していると、一部の

DVD プログラムに使用されているコ

ピープロテクション信号が画質に悪影

響を及ぼす可能性がある。

本機をテレビに直接接続していても画

質に問題が生じる場合は、テレビの S

映像入力端子へ接続してみる（23 

ページ）。

,「VIDEO OFF」機能が働いている（37 

ページ）。

, テレビと再生するディスクのカラーシ

ステムが違う。

設定画面の「画面設定」の「TV タイ

プ」で設定した画像の形で再生できな

い。
, 画像の形が固定されているディスクを

再生している。

音声

音が出ない。
, 接続コードのプラグをしっかり差しな

おす。

, 接続コードが断線している。

, アンプの入力端子を間違えている（29

～ 31 ページ）。

, アンプの入力切換で本機の音声が出る

ようにしていない。

, 一時停止、スロー再生になっている。

, 早送りまたは早戻しになっている。

, DIGITAL OUT OPTICAL および

COAXIAL 端子から音が出ないときは

設定画面を確認する（85 ページ）。

, スーパーオーディオ CD の音声信号は

DIGITAL OUT OPTICAL および

COAXIAL 端子から出力されない。

, 次のページへつづく
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音がひずむ。
, 設定画面の「オーディオ設定」の

「オーディオ ATT」を「入」にする

（84 ページ）。

音が小さい。
, DVD によっては、再生時の音量が小さ

い場合がある。「オーディオ DRC」を

「テレビ」に設定（84 ページ）する

と、改善されることがある。

, 設定画面の「オーディオ設定」の

「オーディオ ATT」を「切」にする

（84 ページ）。

ドルビーデジタルや MPEG オーディ

オ、DTS の音声を再生しているとき、

サラウンド効果がわかりづらい。
, スピーカーの設定を確認する（86 

ページ）。

, 5.1CH 音声で記録されていないディス

クを再生している。

センタースピーカーの音しか聞こえな

い。
, ディスクによっては、センタースピー

カーからだけ音声が聞こえる。

操作

リモコンで操作できない。
, リモコンの電池が消耗している。

, リモコンと本体との間に障害物がある。

, リモコンと本体との距離が離れてい

る。

, 本体のリモコン受光部に向けて操作し

ていない。

, リモコンモードの設定が本体の

COMMAND MODE 設定と合っていな

い（19 ページ）。

再生が始まらない。
, ディスクが裏返しに入っている。

再生面を下にする。

, ディスクが斜めにずれて入っている。

, 再生できないディスクを入れている

（9 ページ）。

, 本機で再生できない地域番号のDVDを

入れている（9 ページ）。

, 結露している（3 ページ）。

, ファイナライズされていないDVD-Rや

DVD-RW、CD-R、CD-RW を再生し

ようとしている（9 ページ）。

MP3 を再生できない。
, 次のような音声を再生している（46 

ページ）。

ーISO9660 レベル 1、レベル 2、

Joliet に準拠していない MP3 音声

ーMP3PRO で記録された音声

ー拡張子が「.MP3」以外の MP3 音声

ー拡張子は「.MP3」だが、MP3 形式

以外のデータ

ーMPEG 1 Audio Layer 3 以外の音声

DVD-RW を再生中に、「著作権デー

タで制限があります」と表示され、テ

レビ画面がブルー画になる。
, BS デジタル放送などの映像には「録画

自由」「1 回だけ録画可能」「録画禁止」

の 3 種類のコピー制御信号が含まれて

いる場合があります。本機では「1 回

だけ録画可能」の信号が含まれている

部分はブルー画になり、映像を見るこ

とができません。再生可能な場所を自

動的に探すために、数分かかる場合が

あります。

データ CD のアルバム / トラック名

が正しく表示されない。
, 本機で表示できる文字はアルファベッ

トと数字のみ。それ以外の文字は

「＊」で表示される。
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再生がディスクの最初から始まらな

い。
, プログラムまたはシャッフル、リピー

ト、A-B リピート再生になっている

（47 ページ）。

, つづき再生になっている（40 ペー

ジ）。

再生が自動的に始まる。
, 自動的に再生が始まるディスクを入れ

ている。

, 設定画面の「視聴設定」の「自動再

生」で「入」を選んでいる（82 ペー

ジ）。

再生が自動的に止まる。
, オートポーズ信号が記録されている

ディスクを再生すると、オートポーズ

信号のところで自動的に再生が止ま

る。

停止、サーチ、スロー、リピート再

生、シャッフル再生、プログラム再生

などの操作ができない。
, 操作を禁止しているディスクを再生し

ている。ディスクに付属の説明書もあ

わせて見る。

音声言語を変更できない。
, スクロールキーで直接操作する代わり

に、DVD メニューから操作する。

, 再生しているDVDに複数の音声言語が

記録されていない。

, 音声言語の切り換えを禁止している

DVD を再生している。

字幕を変更できない、または消すこと

ができない。
, スクロールキーで直接操作する代わり

に、DVD メニューから操作する。

, 再生しているDVDに複数の字幕が記録

されていない。

, 字幕の変更又は消す事を禁止している

DVD を再生している。

アングルを変更して見ることができな

い。
, スクロールキーで直接操作する代わり

に、DVD メニューから操作する。

, 再生しているDVDに複数のアングルが

記録されていない。

, 表示窓のアングル表示が点灯していな

い場面で、アングルを切り換えている

（12 ページ）。

, アングルの変更を禁止しているDVDを

再生している。

正常に動作しない。
, 静電気などの影響で正常に動作しなく

なったときは、本体電源を抜く。

表示窓に何も表示されない。
, 設定画面の「視聴設定」の「表示の明

るさ」を「消」または「オート消」に

している。「明」または「暗」、「オー

ト暗」にする（82 ページ）。

画面および表示窓に 5 桁のアルファ

ベットと数字が表示されている。
, 自己診断機能が働いている。92 ペー

ジの表にしたがって対応する。

ディスクトレイが開かず、表示窓に

「LOCKED」と表示される。
, チャイルドロックが設定されている

（38 ページ）。

ディスクトレイが開かず、表示窓に

「TRAY LOCKED」と表示される。
, テクニカルインフォメーションセン

ターまたは、お客様ご相談センター、

ソニーサービス窓口、お買い上げ店に

問い合わせる。

データ CD を再生中、テレビ画面に

「データエラー」と表示される。
, MP3 音声のトラックが壊れている。

, MPEG1 Audio Layer3 以外の音声を

再生している。
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自己診断機能につい
て（アルファベットで始まる表

示が出たら）

本機の異常を未然に防ぐため、自己診断機

能が働くと、画面および表示窓にアルファ

ベットと数字で 5 桁のサービス番号（例：

C 13 50）が表示されます。その際は次の

ように対応してください。

保証書とアフター
サービス

保証書
• この製品には保証書が添付されています

ので、お買い上げの際お買い上げ店でお

受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお確か

めのうえ、大切に保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より 1 年間で

す。

アフターサービス

◆調子が悪いときはまずチェックとご相談

を

この説明書の「故障かな？と思ったら」の項を
参考にして、故障かどうかを点検してください。
症状が改善されないときは、お客様ご相談セン
ターへお問い合わせください。詳しくは、添付
の「本機の調子がおかしいと思ったら」、「ソ

ニーご相談窓口のご案内」、または裏表紙をご覧
ください。

◆保証期間中の修理は

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ
きます。詳しくは保証書をご覧ください。

◆保証期間の経過後の修理は

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望
により有料修理させていただきます。

◆部品の保有期間について

当社では、CD/DVD プレーヤーの補修用性能部

品（製品の機能を維持するために必要な部品）
を、製造打ち切り後 8 年間保有しています。こ
の部品保有期間を修理可能期間とさせていただ
きます。保有期間を経過した後も、故障箇所に
よっては修理可能の場合がありますのでお買い
上げ店か、サービス窓口にご相談ください。

ご相談になるときは、次のことをお知らせくだ

さい。
お手数をおかけしますが、ご協力をお願いいた
します。

サービス番号

の最初の 3 桁

原因と対応

C 13 ディスクが汚れています
, 柔らかい布でディスク

を拭きます（10 ペー
ジ）

C 31 ディスクが正しく入ってい
ません
, ディスクを正しく入れ

直します

E XX
（XX は任意の
数）

異常を未然に防ぐため自己
診断機能が働きました
, お近くのソニーサービ

ス窓口にご相談くださ
い。その際はサービス
番号の 5 桁すべてをお
知らせください
例：E 61 10

C:13:50
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• 型名：DVP-NS999ES
• 故障の状態：できるだけ詳しく
• 自己診断機能の状況：
• 再生していたディスクのタイトル名：

• 再生していたディスクの種類（DVD ビデオ、
DVD-RW、DVD-R など）：

• つないでいるテレビやアンプのメーカーと型
名：

• 購入年月日：
• お買い上げ店：

今後とも、ソニー製品をご愛用くださいま

すようお願い申し上げます。

用語解説
インターレース（飛び越し走査）

（81 ページ）
映像の 1 フレーム（コマ）を 2 つの

フィールド画像で半分ずつ表示する方式

で、従来のテレビの表示方式。奇数フィー

ルドでは奇数番号の走査線、偶数フィール

ドでは偶数番号の走査線を交互に表示する

ようになっている。

インデックス（CD）/ ビデオイン

デックス（ビデオ CD）（12 ページ）
再生したい部分を見つけやすいように、1

つのトラックをいくつかの部分に区切って

番号を付けたもの。インデックスが記録さ

れていないディスクもある。

シーン（12 ページ）
PBC（プレイバックコントロール）対応の

ビデオ CD で、メニュー画面や動画、静止

画の区切りのこと。

スーパーオーディオ CD（SACD）

（43 ページ）
スーパーオーディオ CD とは、現在の CD

などに用いられている PCM 方式とは異な

る DSD（ダイレクトストリームデジタル）

方式で記録された、新しい高音質オーディ

オディスクの規格です。DSD 方式は、CD

の 64 倍にあたるサンプリング周波数で、1

ビットの量子化の採用により、現行の CD

をはるかに超える広い再生帯域と可聴帯域

における十分なダイナミックレンジを確保

し、原音をより忠実に再現します。

スーパーオーディオ CD には、以下のよう

な種類があります。

• スーパーオーディオ CD（シングルレイ

ヤーディスク）

HD（ハイデンシティ）レイヤー（スー

パーオーディオ CD 用の高密度信号層）単

層のみのディスクです。

, 次のページへつづく
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•スーパーオーディオ CD（デュアルレイ

ヤーディスク）

長時間再生を可能にした、HD レイヤーが

2 層になっているディスクです。2 層構成

ですが片面読み出しのため、ディスクを裏

返す必要はありません。

•スーパーオーディオ CD+CD（ハイブ

リッドディスク）

HD レイヤーと CD レイヤーとが 2 層に

なったディスクです。2 層構成ですが片面

読み出しのため、ディスクを裏返す必要は

ありません。また、CD レイヤーの内容は

通常の CD プレーヤーでも再生できます。

• 2 チャンネル＋マルチチャンネルスー

パーオーディオ CD ディスク

スーパーオーディオ CD の HD レイヤー

に 2 チャンネルのエリアとマルチチャン

ネルのエリアの両方が記録されている

ディスクです。

タイトル（12 ページ）
DVD に記録されている映像や曲のいちば

ん大きな単位。通常は映像ソフトでは映画

1 作品、音楽ソフトではアルバム 1 枚（ま

たは 1 曲）にあたる。

チャプター（12 ページ）
DVD に記録されている映像や曲の区切り

で、タイトルよりも小さい単位。1 つのタ

イトルはいくつかのチャプターで構成され

る。チャプターが記録されていないディス

クもある。

トラック（12 ページ）
ビデオ CD、CD に記録されている映像や

曲の区切り（1 曲分）。

ドルビーサラウンド（プロロジック）

（30、84 ページ）
ドルビーラボラトリーズ社がサラウンド音

声のために開発した音声信号の処理技術。

入力信号にサラウンド信号があるとき、プ

ロロジック処理をして、フロント、セン

ター、リアに信号を出力する。リアチャン

ネルはモノラルになる。

ドルビーデジタル（31、85 ページ）
ドルビーラボラトリーズ社の開発した音声

のデジタル圧縮技術。5.1 チャンネル・サ

ラウンドに対応している。リアチャンネル

はステレオになり、サブウーファーチャン

ネルは独立して出力される。映画館の立体

音響システム「ドルビーデジタル」と同様

の高水準のデジタル音声を 5.1 チャンネル

で楽しむことができる。全チャンネルが完

全に分離した状態で記録されるのでチャン

ネル間セパレーションが良く、すべてデジ

タルで受け渡しされるので劣化しにくいと

いう特長がある。

ビデオ素材、フィルム素材（NTSC）

（65 ページ）
DVD の映像素材の種類。ビデオ素材はテ

レビドラマやテレビアニメーションやコン

サートなどの音楽番組（1 秒 30 フレーム、

60 フィールド）を DVD に記録したもの。

フィルム素材とは映画フィルム（1 秒 24

コマ）を DVD に記録したもの。

HDレイヤー

HD レイヤー

HD レイヤー

CDレイヤー

HD レイヤー

2 チャンネルの
エリア

マルチチャンネルの
エリア
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プログレッシブ（順次走査）（NTSC）

（81 ページ）
映像の 1 フレーム（コマ）を 2 つの

フィールド画像で半分ずつ表示するイン

ターレース方式に対して、1 フレームを 1

つの画像で表示する方式。従来のインター

レース方式が 1 秒を 30 フレーム（60

フィールド）で構成するのに対して、はじ

めから、1 秒を 60 フレームで構成するた

め、静止画や文字、横線の多い場面などで

高品質な映像を再現できる。

プログレッシブ方式への変換方法

（NTSC）
• ビデオ素材の変換方法（65 ページ）

ビデオ素材は、フィールドという走査線を 1 つ
ずつ飛ばした間欠画像を 2 枚組み合わせて、

30 フレーム（60 フィールド）の画像で 1 秒
の映像を構成しています（インターレース方
式）。

インターレース方式の映像は 1 秒あたり 30 フ
レーム（60 フィールド）で構成されています
が、1 コマ 1 コマを上記のフィールド画像で構
成すると、走査線が目立つ映像になってしまい
ます。
また、フィールド画像は走査線を 1 つずつ飛ば
した間欠画像のため、画像そのものの情報量が

少なくなってしまいます。そのため映像は密度
のない、荒いものとなってしまいます。

プログレッシブ方式の映像は、1 秒あたり 60
フレームで構成されています。本機では映像の
動きを検出して、フィールドやフレーム間での
補間方法を動きにあわせて判別し、プログレッ
シブ方式に変換しています。

例えば、動きのない画像の場合には、前フィー
ルドの画像情報を使って補間します。動きのあ
る映像の場合は、画像の動きを検出して、その
動く量に応じて同じフィールドの画像情報を使
用し、なめらかな映像になるように補間してい
ます。

このような処理を行うことで、インターレース
方式と比較して、高品質なプログレッシブ方式
の映像をお楽しみいただけます。

• フィルム素材の変換方法
フィルム素材は、24 コマの画像で 1 秒の映像
を構成してます。通常のテレビでフィルム素材
を再生するときは、24 コマの画像を、走査線

を 1 つずつ飛ばした間欠（フィールド）画像に
分解して表示するため、フィルム素材の持つ本
来の情報量を生かすことができませんでした。

この問題を解決するために、本機では 1 秒あた
り 24 コマの画像を、3 フレームと 2 フレーム
ずつ交互に割り当てることで、1 秒 60 フレー
ムの画像に変換しています。

この処理を行うことで、フィルム素材本来の原

画により近い映像を再現するだけでなく、プロ
グレッシブ方式ならではの密度感の高い、高品
質な映像をお楽しみいただけます。

プログレッシブ変換した画

インターレースの画

インターレースの画

プログレッシブ変換した画

, 次のページへつづく
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D 映像信号（23 ページ）
D 端子付きデジタルテレビと 1 本のケーブ

ルで簡単にコンポーネント映像信号を接続

できるため、より高画質な画像となる。D

端子には対応する信号フォーマットによっ

て D1、D2、D3、D4 端子があります。

• D1 端子：525i（480i）の信号

• D2 端子：525i（480i）と 525p

（480p）の信号

• D3 端子：525i（480i）と 525p

（480p）、1125i（1080i）の信号

• D4 端子：525i（480i）と 525p

（480p）と 1125i（1080i）と 750p

（720p）の信号
* i はインターレース、p はプログレッシブの略。

カッコ内の数字は有効走査線数で数えたときの
別称。

DTS（31、85 ページ）
デジタルシアターシステムズ社の開発した

音声のデジタル圧縮技術。5.1 チャンネ

ル・サラウンドに対応している。リアチャ

ンネルはステレオになり、サブウーファー

チャンネルは独立して出力される。高水準

のデジタル音声を 5.1 チャンネルで楽しむ

ことができる。

全チャンネルが完全に分離した状態で記録

されるのでチャンネル間セパレーションが

良く、すべてデジタルで受け渡しされるの

で劣化しにくいという特長がある。

DVD ビデオ（9 ページ）
CD と同じ直径で最大 8 時間までの動画が

記録できるディスク。

片面 1 層で 4.7GB（Giga
ギガ

 Byte
バイト

）と CD の

7 倍の情報が記録でき、片面 2 層で

8.5GB、両面 1 層では 9.4GB、両面 2 層

では 17GB が記録できる。

画像の記録はデジタル圧縮技術の世界標準

規格のひとつ、「MPEG
エムペグ

2」を採用し、映像

データを約 1/40（平均）に圧縮して記録

する。また画像の状態に合わせて割り当て

る情報量を変化させる可変レート符号化技

術も採用されている。音声情報は PCM の

他、ドルビーデジタルを用いて記録でき、

より臨場感のある音声が楽しめる。

またマルチアングル、マルチランゲージ、

視聴年齢制限などさまざまな付加機能も用

意され、より高度な楽しみかたができる。

DVD-RW（9 ページ）
DVD-RW は、DVD ビデオと同じサイズ

で、記録や書き換えることができるディス

ク。DVD-RW には、ビデオモード、VR

モードという 2 つの記録モードがある。

ビデオモードは、DVD ビデオフォーマッ

トと互換性があるモード。

VR（ビデオレコーディング）モードは、

ビデオモードではできない様々な編集や録

画が可能。

DVD+RW（9 ページ）
DVD+RW は、DVD ビデオと同じサイズ

で、記録や書き換えることができるディス

ク。

DVD+RW は、DVD ビデオフォーマット

と互換性のとれる記録方式を採用してい

る。

MPEG オーディオ（85 ページ）
ISO/IEC に認定された世界標準規格のデジ

タル音声圧縮技術。MPEG 1 は 2 チャン

ネルまでのステレオ音声、DVD に使われ

る MPEG 2 は 7.1 チャンネルまでのサラ

ウンド音声に対応する。



そ
の

他

主な仕様
システム
形式：CD/DVD プレーヤー
信号方式：JEITA 標準、NTSC/（PAL）カ

ラー方式

音声特性
周波数特性：DVD VIDEO（PCM 96 kHz 再

生時）：2 Hz ～ 44 kHz（44 kHz 時：－
2 dB ± 1 dB）、スーパーオーディオ
CD：2 Hz ～ 100 kHz（50 kHz 時：－
3 dB ± 1 dB）、CD：2 Hz ～ 20 kHz

（± 0.5 dB）*
全高調波ひずみ率：DVD ビデオ / スーパー

オーディオ CD：0.0012％、
CD：0.0016％*

ダイナミックレンジ：DVD ビデオ / スーパー
オーディオ CD：103 dB、CD：99 dB*

ワウ・フラッター：測定限界（± 0.001% W 
PEAK）以下 *

* JEITA（電子情報技術産業協会）の規格による
測定値です。

出力端子
（端子名：端子形状 / 出力レベル / 負荷イン

ピーダンス）
DIGITAL OUT OPTICAL：光出力コネク

ター / － 18 dBm（発光波長 660 nm）
DIGITAL OUT COAXIAL：ピンジャック /

0.5 VP-P/75 Ω
5.1CH OUTPUT：ピンジャック /2 Vrms/

10 kΩ
AUDIO OUT L/R (1、2)：ピンジャック /

2 Vrms/10 kΩ
VIDEO OUT (1、2)：ピンジャック /

1.0 VP-P/75 Ω
S1 VIDEO OUT (1、2)：4 ピンミニ DIN/

輝度信号：1.0 VP-P、色信号：
0.286 VP-P/75 Ω

COMPONENT VIDEO OUT (Y、PB/CB、
PR/CR)：ピンジャック /Y: 1.0 Vp-p, PB/
CB、PR/CR: インターレース *=0.648 
Vp-p、プログレッシブ またはインター
レース **=0.7 Vp-p/75 Ω

*「黒レベルセットアップ」が「入」のとき
**「黒レベルセットアップ」が「切」のとき
COMPONENT VIDEO OUT (D1/D2)：

D 端子 /Y: 1.0 VP-P、CB、CR：インター
レース *=0.648 Vp-p、
プログレッシブ またはインターレース
**=0.7 Vp-p/75 Ω

*「黒レベルセットアップ」が「入」のとき
**「黒レベルセットアップ」が「切」のとき

電源、その他
電源：AC 100 V、50/60 Hz
消費電力：20 W
最大外形寸法：430 × 113 × 349 mm

（幅 / 高さ / 奥行き）
質量：約 6.4 kg
許容動作温度：5 ～ 35 ℃
許容動作湿度：25 ～ 80 %

付属品 
19 ページをご覧ください。

仕様および外観は、改良のため、予告なく

変更することがありますが、ご了承くださ

い。
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言語コード一覧表
詳しくは 60、64、79 ページをご覧ください。

言語名表記は ISO639:1988（E/F）に準拠

コード言語 コード言語 コード言語 コード言語

1027 Afar
1028 Abkhazian
1032 Afrikaans
1039 Amharic
1044 Arabic
1045 Assamese
1051 Aymara
1052 Azerbaijani
1053 Bashkir
1057 Byelorussian
1059 Bulgarian
1060 Bihari
1061 Bislama
1066 Bengali; 

Bangla
1067 Tibetan
1070 Breton
1079 Catalan
1093 Corsican
1097 Czech
1103 Welsh
1105 Danish
1109 German
1130 Bhutani
1142 Greek
1144 English
1145 Esperanto
1149 Spanish
1150 Estonian
1151 Basque
1157 Persian
1165 Finnish
1166 Fiji
1171 Faroese
1174 French
1181 Frisian

1183 Irish
1186 Scots Gaelic  
1194 Galician
1196 Guarani
1203 Gujarati
1209 Hausa
1217 Hindi
1226 Croatian
1229 Hungarian
1233 Armenian
1235 Interlingua
1239 Interlingue
1245 Inupiak
1248 Indonesian
1253 Icelandic
1254 Italian
1257 Hebrew
1261 Japanese
1269 Yiddish
1283 Javanese
1287 Georgian
1297 Kazakh
1298 Greenlandic
1299 Cambodian
1300 Kannada
1301 Korean
1305 Kashmiri
1307 Kurdish
1311 Kirghiz
1313 Latin
1326 Lingala
1327 Laothian
1332 Lithuanian
1334 Latvian; 

Lettish
1345 Malagasy
1347 Maori

1349 Macedonian
1350 Malayalam
1352 Mongolian
1353 Moldavian
1356 Marathi
1357 Malay
1358 Maltese
1363 Burmese
1365 Nauru
1369 Nepali
1376 Dutch
1379 Norwegian
1393 Occitan
1403 (Afan)Oromo
1408 Oriya
1417 Punjabi
1428 Polish
1435 Pashto; 

Pushto
1436 Portuguese
1463 Quechua
1481 Rhaeto-

Romance
1482 Kirundi
1483 Romanian
1489 Russian
1491 Kinyarwanda
1495 Sanskrit
1498 Sindhi
1501 Sangho
1502 Serbo-

Croatian
1503 Singhalese
1505 Slovak
1506 Slovenian

1507 Samoan
1508 Shona
1509 Somali
1511 Albanian
1512 Serbian
1513 Siswati
1514 Sesotho
1515 Sundanese
1516 Swedish
1517 Swahili
1521 Tamil
1525 Telugu
1527 Tajik
1528 Thai
1529 Tigrinya
1531 Turkmen
1532 Tagalog
1534 Setswana
1535 Tonga
1538 Turkish
1539 Tsonga
1540 Tatar
1543 Twi
1557 Ukrainian
1564 Urdu
1572 Uzbek
1581 Vietnamese
1587 Volapük
1613 Wolof
1632 Xhosa
1665 Yoruba
1684 Chinese
1697 Zulu

1703 無指定
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索引

ア行

アドバンスト 58
アルバム 45
アングル 63
アングルビューアー 55
一時停止モード 82
インターレース 81
インデックス 93
オーディオ設定 84
オーディオフィルター 84
オーディオ ATT 84
オーディオ DRC 84
お手入れ 3
オリジナル 42
音声言語 60, 79
音声デジタル出力 85
音声トラック自動選定モー

ド 83

カ行

カスタム 78
カスタム視聴制限 70
画面設定 80
画面表示言語 79
クイック 79
クリックシャトル 39
黒レベルセットアップ 81
言語設定 60, 64, 79
コントロールメニュー 16
コンポーネント出力 81

サ行

サーチ 39
再生

シャッフル再生 49
通常の再生 37
つづき再生 40
プログラム再生 47
リピート再生 50
A-B リピート再生 51
PBC 再生 44

再生できるディスク 9
サブウーファー 87
サラウンド 27, 61
シーン 12, 52
時間 / テキスト 52
視聴制限 70
視聴設定 82

自動再生 82
字幕言語 79
シャトルモード 39
ジョグモード 39
スーパーオーディオ CD 9, 

43, 93
スクリーンセーバー 80
スクロールキー 15
ストロボ再生 55
スピーカー

接続 27
調整 86

スピーカー設定 86
スロー 39
接続 23
設定 78

クイック設定をする 
33, 79
設定画面を使う 78

設定画面 78

タ行

タイトル 12, 52
タイトルビューアー 54
ダウンミックス 84
チャイルドロック 38
チャプター 94
チャプタービューアー 54
つづき再生機能 40, 83
ディスク 10

入れる 22
取り扱い 10

ディスクメモ入力 69
データ CD 45
電池 19
トップメニュー 41
トラック 12, 52
トラックビューアー 54
ドルビーデジタル 31, 85, 

94

ハ行

背景画面 80
ピクチャーナビゲーション 

53
ビデオコントロール 65
ビデオ CD 9, 37
表示窓 12
表示窓の明るさ 82

ブックマーク 54, 83
プレイバックコントロール

（PBC） 44
プレイバックメモリー 83
プレイリスト 42
プログラム 47
プログレッシブ 81, 82
プロロジック 30, 84, 94

マ行

マルチ /2CH 43
メニュー言語 79

ラ行

リセット 79
リピート 50
リプレイ 38
リモコン 19, 75

アルファベット / 数字
順

A-B リピート 51
CD 37
CD ダイレクト 83
CD テキスト 56
DATA CD 9
DTS 31, 85, 96
DVD 9, 37, 96
DVD テキスト 56
DVD+RW 9, 96
DVD-RW 9, 42, 96
D1/D2 映像出力 23, 96
MPEG 85, 96
MP3 45
PBC 再生 44
S 映像出力 23
TV タイプ 80
VIDEO OFF 37
16:9 80
4:3 出力 82
4:3 パンスキャン 80
4:3 レターボックス 80
48kHz/96kHz PCM 85
5.1 チャンネルサラウンド 

27, 31
525p 81
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